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(57)【要約】
　シリコーンベシクル組成物およびシリコーンベシクル含有エマルジョンの調製方法、こ
れらにより調製される組成物、ならびにシリコーンベシクルおよびエマルジョン組成物を
含む、配合されたパーソナルケアおよびヘルスケア製品が開示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　I)親水性活性剤の分散体を生成させるために、
　　A)少なくとも1つの親水性置換基を有するオルガノポリシロキサン、
　　B)水混和性溶媒、
　　D')親水性活性剤
を一緒にするステップ;
　II)疎水性活性剤の分散体を生成させるために、
　　A)少なくとも1つの親水性置換基を有するオルガノポリシロキサン、
　　C)任意選択で、シリコーンまたは有機オイル、
　　D")疎水性活性剤
を一緒にするステップ;
　III)前記親水性活性剤の分散体と、前記疎水性活性剤の分散体とを一緒にし、ベシクル
を生成させるために水を混合するステップ
を含むベシクル組成物の調製方法。
【請求項２】
　ステップIまたはステップIIが、B')水混和性揮発性溶媒の添加をさらに含む、請求項1
に記載の方法。
【請求項３】
　IV)水混和性揮発性溶媒の除去
をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　オルガノポリシロキサンが、式:
【化１】

[R1は、1～6個の炭素原子を含むアルキル基を表し;
R2は、基-(CH2)aO(C2H4O)b(C3H6O)cR3を表し;
xは1～1,000であり;yは1～500であり;zは1～500であり;aは3～6であり;bは4～20であり;c
は0～5であり;
R3は、水素、メチル基、またはアシル基である]
を有するシリコーンポリエーテルである、請求項1から3のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　オルガノポリシロキサンが、式:
　　-[R1(R2SiO)x'(R2SiR

1O)(CmH2mO)y']n-
[x'およびy'は4より大きく、mは2から4であり、nは2より大きく、
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Rは独立に、1から20個の炭素を含む1価の有機基であり、
R1は、2から30個の炭素を含む2価の炭化水素である]
を有する(AB)nブロックシリコーンポリエーテルである、請求項1から3のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項６】
　水混和性溶媒B)がグリコールである、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　グリコールがプロピレングリコールである、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　水混和性揮発性溶媒B')がアルコールである、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　アルコールがエタノールまたはイソプロパノールである、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　成分C)が存在し、揮発性メチルシロキサンである、請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　D')またはD")が、ビタミン、サンスクリーン剤、芳香剤、天然植物エキス、または酸化
防止剤である、請求項1に記載の方法。
【請求項１２】
　D"がビタミンAパルミテートである、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　D'がビタミンCである、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　請求項1から14のいずれか一項に記載の方法により調製されるベシクル組成物。
【請求項１５】
　請求項14に記載のベシクル組成物を含むパーソナルケア製品。
【請求項１６】
　発汗抑制剤、脱臭剤、スキンクリーム、スキンケアローション、モイスチャライザー、
フェイシャルトリートメント、シワのリムーバー、フェイシャルクレンザー、バスオイル
、サンスクリーン、プレシェイブローション、アフターシェイブローション、リキッドソ
ープ、シェービングソープ、シェービングフォーム、ヘアシャンプー、ヘアコンディショ
ナー、ヘアスプレー、ムース、パーマネント、ヘアキューティクルコート、メイクアップ
化粧品、カラー化粧品、ファンデーション、ほお紅、リップスティック、リップバーム、
アイライナー、マスカラ、マニキュア、およびパウダーから選択される、請求項13に記載
のパーソナルケア製品。
【請求項１７】
　I)水性分散体を生成させるために、
　　A)少なくとも1つの親水性置換基を有するオルガノポリシロキサン、
　　B)水混和性揮発性溶媒、
　　C)任意選択で、シリコーンまたは有機オイル、
　　D)パーソナルケアまたはヘルスケア活性剤
を、水と一緒にするステップ;
　II)ベシクルを生成させるために、前記水性分散体を混合するステップ;
　III)任意選択で、前記ベシクルから前記水混和性揮発性溶媒を除去するステップ;
　IV)エマルジョンに前記ベシクルを加えるステップ
を含む、ベシクル含有エマルジョンの調製方法。
【請求項１８】
　オルガノポリシロキサンが、式:
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【化２】

[R1は、1～6個の炭素原子を含むアルキル基を表し;
R2は、基-(CH2)aO(C2H4O)b(C3H6O)cR3を表し;
xは1～1,000であり;yは1～500であり;zは1～500であり;aは3～6であり;bは4～20であり;c
は0～5であり;
R3は、水素、メチル基、またはアシル基である]
を有するシリコーンポリエーテルである、請求項17に記載の方法。
【請求項１９】
　オルガノポリシロキサンが、式:
　　-[R1(R2SiO)x'(R2SiR

1O)(CmH2mO)y']n-
[x'およびy'は4より大きく、mは、2から4であり、nは2より大きく、
Rは独立に、1から20個の炭素を含む1価の有機基であり、
R1は、2から30個の炭素を含む2価の炭化水素である]
を有する(AB)nブロックシリコーンポリエーテルである、請求項17に記載の方法。
【請求項２０】
　水混和性揮発性溶媒がアルコールである、請求項17に記載の方法。
【請求項２１】
　アルコールがエタノールまたはイソプロパノールである、請求項20に記載の方法。
【請求項２２】
　成分C)が存在し、揮発性メチルシロキサンである、請求項17に記載の方法。
【請求項２３】
　パーソナルケア活性剤がビタミンである、請求項17に記載の方法。
【請求項２４】
　ビタミンがビタミンAパルミテートである、請求項23に記載の方法。
【請求項２５】
　パーソナルケア活性剤がサンスクリーン剤である、請求項17に記載の方法。
【請求項２６】
　パーソナルケア活性剤が芳香剤または香料である、請求項17に記載の方法。
【請求項２７】
　ヘルスケア活性剤が医薬である、請求項17に記載の方法。
【請求項２８】
　前記エマルジョンが、水/油のエマルジョン、水/シリコーンのエマルジョン、水中油の
エマルジョン、または水中シリコーンのエマルジョンである、請求項17に記載の方法。
【請求項２９】
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　エマルジョンが多重相エマルジョンである、請求項17に記載の方法。
【請求項３０】
　請求項17から29のいずれか一項に記載の方法により調製されるエマルジョン組成物。
【請求項３１】
　請求項30に記載のエマルジョン組成物を含むパーソナルケア製品。
【請求項３２】
　発汗抑制剤、脱臭剤、スキンクリーム、スキンケアローション、モイスチャライザー、
フェイシャルトリートメント、シワのリムーバー、フェイシャルクレンザー、バスオイル
、サンスクリーン、プレシェイブローション、アフターシェイブローション、リキッドソ
ープ、シェービングソープ、シェービングフォーム、ヘアシャンプー、ヘアコンディショ
ナー、ヘアスプレー、ムース、パーマネント、ヘアキューティクルコート、メイクアップ
化粧品、カラー化粧品、ファンデーション、ほお紅、リップスティック、リップバーム、
アイライナー、マスカラ、マニキュア、およびパウダーから選択される、請求項31に記載
のパーソナルケア製品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、2005年11月1日に出願された米国特許仮出願第60/732392号、および2006年11
月2日に出願された米国特許仮出願第60/732841号に対する優先権を主張する。
【０００２】
　本発明は、シリコーンベシクル組成物およびシリコーンベシクルを含むエマルジョンの
調製方法、これらにより調製される組成物、ならびにシリコーンベシクルおよびエマルジ
ョン組成物を含む、配合されたパーソナルケアおよびヘルスケア製品に関する。
【背景技術】
【０００３】
　化粧品の分野および医薬の配合物/デリバリーの分野において長年求められているのは
、容易に生成し活性剤を取り込み、様々な化学的および機械的変形作用の下で安定であり
ながら、所望の条件の下で制御された仕方で活性剤をデリバリーできるベシクル組成物を
同定することである。シリコーン界面活性剤、より特定するとシリコーンポリエーテル界
面活性剤から誘導されるベシクルは、この種類の界面活性剤が他のタイプに対して有する
特有の付加的な利点のために、興味深い。例えば、シリコーンポリエーテル界面活性剤は
、しばしば、パーソナルケア配合物において、美しさを向上させる。
【０００４】
　ベシクルの分野において長く求められているのは、疎水性および親水性の活性剤の同時
取り込みである。しばしば、ベシクル構造は、疎水性または親水性の活性剤のいずれかを
取り込むように最適化される。疎水性および親水性の活性剤を、時間が経っても安定なま
まである同じベシクル組成物に、効率的に、同時に取り込むのは困難であることが確認さ
れている。
【特許文献１】米国特許仮出願第60/732392号
【特許文献２】米国特許仮出願第60/732841号
【特許文献３】米国特許第4122029号
【特許文献４】米国特許第5387417号
【特許文献５】米国特許第5811487号
【特許文献６】WO03/101412
【特許文献７】WO99/06473
【非特許文献１】連邦規則集(Code of Federal Regulations)のTitle 21、Chapter I、Pa
rts 200～299およびParts 300～499
【非特許文献２】S. Arctander「Perfume and Flavour Chemicals」(1969年、Montclair
、ニュージャージー州)
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明者等は、シリコーンに基づくベシクルを用いて、疎水性および親水性の活性剤の
両方を、同時に取り込む効率的な方法を見出した。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、
　I)親水性活性剤の分散体を生成させるために、
　　A)少なくとも1つの親水性置換基を有するオルガノポリシロキサン、
　　B)水混和性溶媒、
　　D')親水性活性剤
を一緒にするステップ;
　II)疎水性活性剤の分散体を生成させるために、
　　A)少なくとも1つの親水性置換基を有するオルガノポリシロキサン、
　　C)任意選択で、シリコーンまたは有機オイル、
　　D")疎水性活性剤
を一緒にするステップ;
　III)前記親水性活性剤の分散体と、前記疎水性活性剤の分散体とを一緒にし、ベシクル
を生成させるために水を混合するステップ
を含むベシクル組成物の調製方法に関する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明はまた、
　I)水性分散体を生成させるために、
　　A)少なくとも1つの親水性置換基を有するオルガノポリシロキサン、
　　B)水混和性揮発性溶媒、
　　C)任意選択で、シリコーンまたは有機オイル、
　　D)パーソナルケアまたはヘルスケア活性剤
を、水と一緒にするステップ;
　II)ベシクルを生成させるために、前記水性分散体を混合するステップ;
　III)任意選択で、前記ベシクルから前記水混和性揮発性溶媒を除去するステップ;
　IV)エマルジョンに前記ベシクルを加えるステップ
を含む、ベシクル含有エマルジョンの調製方法にも関する。
【０００８】
　本発明は、さらに、本発明の方法によって調製されたベシクルおよびエマルジョン組成
物、ならびにベシクル組成物を含む、パーソナルケア、家庭のケア、ヘルスケア製品組成
物に関する。
【０００９】
[A)オルガノポリシロキサン成分]
　成分A)は、少なくとも1つの親水性置換基を有するオルガノポリシロキサンである。オ
ルガノポリシロキサンは当技術分野においてよく知られており、いくつかの数の、「M」
シロキシ単位(R3SiO0.5)、「D」シロキシ単位(R2SiO)、「T」シロキシ単位(RSiO1.5)、ま
たは「Q」シロキシ単位(SiO2)(ここで、Rは独立に、任意の炭化水素基である)を含むとし
てしばしば示される。本発明において、オルガノポリシロキサンは少なくとも親水性置換
基を有する。すなわち、オルガノポリシロキサンに存在する炭化水素基Rの少なくとも1つ
は、親水性基である。本発明の目的では、「親水性基」は当技術分野において受け入れら
れている意味である、すなわち、水を好む化学構造部分(chemical moiety)を意味する。
したがって、親水性基は、界面活性剤構造、または表面活性挙動を有する分子を生み出す
ために、様々な疎水性化学構造部分と組み合わせて広く用いられる、様々な陽イオン性、
陰イオン性、双性イオン性、ポリオキシアルキレン、オキサゾリンの化学構造部分から選
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択される。
【００１０】
　オルガノポリシロキサンの親水性置換基の量は、オルガノポリシロキサンに存在する少
なくとも1つの親水性基があるという条件で、特定の化学成分に応じて様々であり得る。
しかし、オルガノポリシロキサンに存在する親水性基の量は、その重量パーセントによっ
て、すなわち、より詳細には、オルガノポリシロキサンの重量パーセント、および1分子
に存在する親水性基の全体の重量パーセントによって記述できる。通常、オルガノポリシ
ロキサンのシロキサン単位の重量パーセントは、20から85まで、代わりに、30から85まで
、または代わりに、35から80まで様々であり得るが、オルガノポリシロキサンの残りの重
量部分が親水性基である。
【００１１】
　本発明の一実施形態において、少なくとも1つの親水性置換基を有するオルガノポリシ
ロキサンは、シリコーンポリエーテルから選択される。シリコーンポリエーテル(SPE)は
、一般的に、ポリエーテルまたはポリオキシアルキレン基を含むシリコーンを表し、これ
らのシリコーンは多くの異なる構造形態にあり得る。このような形態の1つは熊手型(rake
-type)SPEであり、これらは、最も一般的には、Pt触媒の存在の下でのアリルオキシ官能
性ポリエーテルによる、SiH官能性オルガノシロキサンのヒドロシリル化により誘導され
る。この実施形態では、成分(A)はシリコーンポリエーテルであり、次の式により表され
る構造を有する。
【００１２】
【化１】

【００１３】
　これらの構造において、R1は、1～6個の炭素原子を含むアルキル基、例えば、メチル、
エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、およびヘキシルを表し;R2は、基-(CH2)aO(C2H4O)

b(C3H6O)cR3を表し;xは、1～1,000、代わりに1～500、または代わりに10～300の値を有し
;yは、1～500、代わりに1～100、または代わりに2～50の値を有し;zは、1～500、代わり
に1～100の値を有し;aは3～6の値を有し;bは4～20の値を有し;cは0～5の値を有し;R3は、
水素、メチル基、またはアシル基(例えば、アセチル)である。通常、R1はメチルであり、
bは6～12であり、cはゼロであり、またR3は水素である。
【００１４】
　好ましくは、熊手型SPE(シリコーンポリエーテル)は、5/1から50/1、代わりに、15/1か
ら50/1、または代わりに、20/1から50/1の範囲のD/D'(すなわち、x/yの比)を有する。
【００１５】
　第2の実施形態において、成分(A)は、(AB)nブロックシリコーンポリエーテル(ポリオル
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ガノシロキサン-ポリオキシアルキレンのブロックコポリマー)であり、次の平均式を有す
る。
　[式I]　　　-[R1(R2SiO)x'(R2SiR

1O)(CmH2mO)y']n-
ここで、x'およびy'は4より大きく、mは、2から4(両端の数を含む)であり、nは2より大き
く、Rは独立に、1から20個の炭素を含む1価の有機基であり、R1は、2から30個の炭素を含
む2価の炭化水素である。
【００１６】
　式Iにおけるシロキサンブロックは、主として、式(R2SiO)x'を有する線状シロキサンポ
リマーであり、式中、Rは独立に、1価の有機基から選択され、x'は、4より大きい整数で
あり、代わりに、x'は、20から100、または30から75の範囲にある。
【００１７】
　シロキサンポリマーにおいてRにより表される有機基は、脂肪族不飽和を含まない。こ
れらの有機基は、独立に、脂肪族不飽和を含まない1価の炭化水素基および1価のハロゲン
化炭化水素基から選択され得る。これらの1価の基は、1から20個の炭素原子、代わりに、
1から10個の炭素原子を有することができ、これらに限らないが、アルキル基、例えば、
メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘキシル、ペプチル、オクチル、ウンデ
シル、およびオクタデシル;シクロアルキル、例えば、シクロヘキシル;アリール、例えば
、フェニル、トリル、キシリル、ベンジル、および2-フェニルエチル;ならびに、ハロゲ
ン化炭化水素基、例えば、3,3,3-トリフルオロプロピル、3-クロロプロピル、およびジク
ロロフェニルにより例示される。オルガノポリシロキサンにおける有機基の少なくとも50
パーセント、代わりに、少なくとも80%が、メチル(Meと記される)であり得る。通常、シ
リコーンブロックは、主として、式(Me2SiO)x'(x'は上で定義された通りである)を有する
線状ポリジメチルシロキサンである。
【００１８】
　シリコーンポリエーテルのポリオキシアルキレンブロックは、式(CmH2mO)y'により表さ
れ、式中、mは2から4(両端の数を含む)であり、y'は4より大きく、代わりに、y'は5から3
0、または代わりに5から22の範囲であり得る。このポリオキシアルキレンブロックは、通
常、オキシエチレン単位(C2H4O)y'、オキシプロピレン単位(C3H6O)y'、オキシブチレン単
位(C4H8O)y'、またはこれらの混合を含み得る。通常、ポリオキシアルキレンブロックは
、オキシエチレン単位(C2H4O)y'を含む。
【００１９】
　式Iにおける各ポリオキシアルキレンブロックの少なくとも1つの末端は、2価の有機基(
R1で示される)によりシリコーンブロックに連結している。この連結は、(AB)nブロックシ
リコーンポリエーテルコポリマーを調製するために用いられる反応によって決められる。
2価有機基のR1は、独立に、2から30個の炭素を含む2価の炭化水素、および2から30個の炭
素を含む2価の有機官能性炭化水素から選択され得る。このような2価の炭化水素基の非限
定的で代表的な例には、エチレン、プロピレン、ブチレン、ペンチレン、ヘキシレン、へ
プチレン、オクチレンなどが含まれる。このような2価の有機官能性炭化水素基の非限定
的で代表的な例には、アクリレートおよびメタクリレートが含まれる。通常、R1はプロピ
レン(-CH2CH2CH2-)である。
【００２０】
　前記(AB)nブロックのシリコーンポリエーテルは末端封鎖(endblock)される。末端封鎖
単位もまた、(AB)nブロックのシリコーンポリエーテルコポリマーを調製するために用い
られる反応によって決められ、それは、通常、用いられた反応物の残留反応基である。例
えば、(AB)nブロックのシリコーンポリエーテルコポリマーは、ジアリルポリエーテル(す
なわち、アリル基が各分子の末端に存在する)とSiH末端ポリオルガノシロキサンとの、金
属触媒によるヒドロシリル化反応によって調製され得る。得られる(AB)nブロックのシリ
コーンポリエーテルコポリマーは、プロピレンオキシ基(-CH2CH2CH2O-)を通してシリコー
ンブロックに連結したポリオキシアルキレンブロックを有するであろうし、アリルポリエ
ーテルを僅かに過剰なモル数で用いると、アリル末端封鎖単位(-CH2CHCH2)を生じるであ
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ろう。代わりの末端封鎖単位は、(AB)nブロックのシリコーンポリエーテルコポリマーを
調製するために用いられる反応に、シロキサンブロックまたはポリエーテルブロックの中
間体と反応できる他の分子を添加することにより生じ得る。例えば、モノ末端脂肪族不飽
和を有する有機化合物(例えば、モノアリル末端ポリエーテル)の添加は、(AB)nブロック
シリコーンポリエーテルコポリマーに、その有機化合物による末端キャップを生じるであ
ろう。好ましくは、(AB)nブロックシリコーンポリエーテルの末端封鎖単位は、アリルエ
ーテル(CH2=CHCH2O-)、アリルポリエーテル、メチルアリルエーテル、またはメチルアリ
ルポリエーテルである。
【００２１】
　(AB)nブロックシリコーンポリエーテルコポリマーの分子量は、式Iにおける下付き文字
nにより示される、繰返しシロキサンブロックおよびポリオキシエチレンブロックの数に
よって決まる。通常、nの値は、重量平均分子量(Mw)を、1,500から150,000、代わりに、1
0,000から100,000の範囲にするようなものである。
【００２２】
　本発明のベシクル組成物の(AB)nSPEは、(AB)nブロックシリコーンポリエーテルにおけ
る全シロキサン単位とポリオキシエチレン単位とが、あるモル比を有する。この分子パラ
メータは、式Iにおけるx'/(x'+y')の値によって表される。x'/(x'+y')の値は、0.4から0.
9まで、または代わりに、0.55から0.9まで変わり得る。
【００２３】
　本発明のベシクル組成物の調製に有用である(AB)nSPEは、このようなブロックコポリマ
ーを調製するための、当技術分野において知られているどのような方法によって調製され
てもよい。しかし、通常、本発明のベシクル組成物の調製に有用である(AB)nSPEは、SiH
末端オルガノポリシロキサンと、分子末端の各々に不飽和炭化水素基を有するポリオキシ
エチレンとを、ヒドロシリル化反応で反応させるステップを含み、この場合、反応におけ
る不飽和炭化水素基とSiHとのモル比は、少なくとも1:1である方法から得られる。
【００２４】
[B)水-混和性溶媒]
　成分B)は、水-混和性揮発溶媒である。本明細書では、「水-混和性」は、その溶媒が水
と室温で少なくとも数時間、分散体を生成することを意味する。成分B')は、水-混和性の
揮発性溶媒である。「揮発性」は、その溶媒が様々な温度で水より大きな蒸気圧を有する
ことを意味する。このため、オルガノポリシロキサンおよび溶媒の水性分散体が、溶媒を
除去しようとする条件(例えば、減圧下に分散体を加熱すること)に置かれた時に、最初に
揮発性溶媒が主として除去されるので、水の全てまたはほとんどが組成物に留まる。
【００２５】
　ベシクル分散体調製に適する水-混和性の揮発性溶媒には、アルコール、エーテル、グ
リコール、エステル、酸、ハロゲン化炭化水素、ジオールのような有機溶媒が含まれる。
これらの有機溶媒は、効果的にシリコーンを分散させ、経時的に安定で均一な分散体を保
てる比率、およびより少ない比率で、水と混和性であるべきである。例示として、水-混
和性アルコールには、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、ブタ
ノール、および高級炭化水素アルコールが含まれ;エーテルには、グリコールエーテル、
メチルエチルエーテル、メチルイソブチルエーテル(MIBE)などが含まれ;グリコールには
、プロピレングリコールが含まれ;エステルには、トリグルセロールのエステル、酸とア
ルコールのエステル化生成物が含まれ;ハロゲン化炭化水素にはクロロホルムが含まれる
。通常、水-混和性有機溶媒は、沸点が比較的低い(<100℃)か、または蒸発速度が大きい
溶媒であるため、それらは、真空下に容易に除去され得る。本発明にとって最も好ましい
水-混和性有機溶媒は、メタノール、エタノール、イソプロパノール、およびプロパノー
ルを含めて、揮発性アルコールである。これらのアルコールは、雰囲気温度での真空スト
リッピングにより、シリコーンベシクル分散体を含む水性混合物から除去できる。
【００２６】
[C)任意選択のシリコーンまたは有機オイル成分]
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　任意選択の成分C)はシリコーンまたは有機オイルである。このシリコーンは、一般式Ri
SiO(4-i)/2(式中、iは1から3の平均値を有し、Rは1価の有機基である)を有するどのよう
なオルガノポリシロキサンであってもよい。このオルガノポリシロキサンは、環状、線状
、分岐状、およびこれらの混合物であってよい。
【００２７】
　一実施形態において、成分C)は、低分子量の線状および環状揮発性メチルシロキサンを
含む揮発性メチルシロキサン(VMS)である。シクロメチコンのCTFAの定義に合致する揮発
性メチルシロキサンは、低分子量シロキサンの定義の範囲内であると見なされている。
【００２８】
　線状VMSは、式、(CH3)3SiO{(CH3)2SiO)}fSi(CH3)3を有する。fの値は0～7である、環状
VSMは、式、{(CH3)2SiO)}gを有する。gの値は3～6である。好ましくは、これらの揮発性
メチルシロキサンは、1,000未満の分子量;250℃未満の沸点;および、0.65から5.0センチ
ストークス(mm2/s)で、通常、5.0センチストークス(mm2/s)を超えない粘度;を有する。
【００２９】
　代表的な揮発性線状メチルシロキサンは、ヘキサメチルジシロキサン(MM)(100℃の沸点
、0.65mm2/sの粘度、および、式Me3SiOSiMe3を有する);オクタメチルトリシロキサン(MDM
)(152℃の沸点、1.04mm2/sの粘度、および、式Me3SiOMe2SiOSiMe3を有する);デカメチル
テトラシロキサン(MD2M)(194℃の沸点、1.53mm2/sの粘度、および、式Me3SiO(Me2SiO)2Si
Me3を有する);ドデカメチルペンタシロキサン(MD3M)(229℃の沸点、2.06mm2/sの粘度、お
よび、式Me3SiO(Me2SiO)3SiMe3を有する);テトラデカメチルヘキサシロキサン(MD4M)(245
℃の沸点、2.63mm2/sの粘度、および、式Me3SiO(Me2SiO)4SiMe3を有する);ならびに、ヘ
キサデカメチルヘプタシロキサン(MD5M)(270℃の沸点、3.24mm2/sの粘度、および、式Me3
SiO(Me2SiO)5SiMe3を有する)である。
【００３０】
　代表的な揮発性環状メチルシロキサンは、ヘキサメチルシクロトリシロキサン(D3)(固
体で、134℃の沸点、223の分子量、および、式{(Me2)SiO}3を有する);オクタメチルシク
ロテトラシロキサン(D4)(176℃の沸点、2.3mm2/sの粘度、297の分子量、および、式{(Me2
)SiO}4を有する);デカメチルシクロペンタシロキサン(D5)(210℃の沸点、3.87mm2/sの粘
度、371の分子量、および、式{(Me2)SiO}5を有する);ならびに、ドデカメチルシクロヘキ
サシロキサン(D6)(245℃の沸点、6.62mm2/sの粘度、445の分子量、および、式{(Me2)SiO}

6を有する)である。
【００３１】
　成分C)として選択されるシリコーンは、どのようなポリジオルガノシロキサン流体、ゴ
ム、またはこれらの混合物であってもよい。ポリジオルガノシロキサンが1000以上の分子
量を有する場合、それは、前記の揮発性メチルシロキサンとブレンドされ得る。本発明に
適するポリジオルガノシロキサンゴムは、本質的に、ジメチルシロキサン単位と、モノメ
チルシロキサン、トリメチルシロキサン、メチルビニルシロキサン、メチルエチルシロキ
サン、ジエチルシロキサン、メチルフェニルシロキサン、ジフェニルシロキサン、エチル
フェニルシロキサン、ビニルエチルシロキサン、フェニルビニルシロキサン、3,3,3-トリ
フルオロプロピルメチルシロキサン、ジメチルフェニルシロキサン、メチルフェニルビニ
ルシロキサン、ジメチルエチルシロキサン、3,3,3-トリフルオロプロピルジメチルシロキ
サン、モノ-3,3,3-トリフルオロプロピルシロキサン、アミノアルキルシロキサン、モノ
フェニルシロキサン、モノビニルシロキサンなどにより表される別の単位とからなる。
【００３２】
　成分C)が有機オイルである場合、それは、パーソナルケア、家庭のケア、またはヘルス
ケア配合物の調製に使用されるのに適する、当技術分野において知られているどのような
有機オイルから選択されてもよい。適切な有機オイルには、これらに限らないが、天然オ
イル、例えば、ココナッツオイル;炭化水素、例えば、ミネラルオイルおよび水素添加ポ
リブタジエン;脂肪アルコール、例えば、オクチルドデカノール;エステル、例えば、C12
～C15アルキル安息香酸エステル;ジエステル、例えば、ジペラルゴン酸プロピレングリコ
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ール;ならびに、トリエステル、例えば、トリオクタン酸グリセリル;が含まれる。有機オ
イル成分はまた、低粘度および高粘度のオイルの混合物であってもよい。適切な低粘度オ
イルは、25℃で5から100mPa・sの粘度を有し、通常、構造RCO-OR'(式中、RCOは、カルボ
ン酸基を表し、OR'は、アルコール残基を表す)を有するエステルである。これらの低粘度
オイルの例には、イソノナン酸イソトリデシル、ジヘプタン酸PEG-4、ネオペンタン酸イ
ソステアリル、ネオペンタン酸トリデシル、オクタン酸セチル、パルミチンン酸セチル、
リシノール酸セチル、ステアリン酸セチル、ミリスチン酸セチル、ココ-ジカプリラート/
カプラート、イソステアリン酸デシル、オレイン酸イソデシル、ネオペンタン酸イソデシ
ル、ネオペンタン酸イソヘキシル、パルミチン酸オクチル、リンゴ酸ジオクチル、オクタ
ン酸トリデシル、ミリスチン酸ミリスチル、オクトドデカノール(octododecanol)、また
はオクチルドデカノールの混合物、アセチル化ラノリンアルコール、酢酸セチル、イソド
デカノール、ジイソステアリン酸ポリグリセリル-3、あるいはこれらの混合物が含まれる
。高粘度表面オイル(surface oil)は、一般的に、25℃で200～1,000,000mPa・sの粘度、
好ましくは、100,000～250,000mPa・sの粘度を有する。表面オイルには、ヒマシ油、ラノ
リンおよびラノリン誘導体、クエン酸トリイソセチル、セスキオレイン酸ソルビタン、C1
0～18トリグリセリド、カプリル酸/カプリン酸/トリグルセリド、ココナッツオイル、ト
ウモロコシ油、綿実油、トリアセチルヒドロキシステアリン酸グリセリル、トリアセチル
リシノール酸グリセリル、トリオクタン酸グリセリル
、水素添加ヒマシ油、亜麻仁油、ミンクオイル、オリーブオイル、パーム油、イリッペ(i
llipe)バター、菜種油、大豆油、ヒマワリ油、牛脂(tallow)、トリカプリン、トリヒドロ
キシステアリン、トリイソステアリン、トリラウリン、トリリノレイン、トリミリスチン
、トリオレイン、トリパルミチン、トリステアリン、クルミ油、小麦胚芽油、コレステロ
ール、またはこれらの混合物が含まれる。他の任意選択の非シリコーン脂肪物質の中で、
特に挙げることができるのは、ミネラルオイル(例えば、液体パラフィンまたは液状ワセ
リン(liquid petrolatum))、動物油(例えば、ペルヒドロスクワレンまたはアララ油(arar
a oil))、あるいは代わりに、植物油(例えば、スイートアーモンドオイル、パーム油、ヒ
マシ油、アボガドオイル、ホホバオイル、オリーブオイルまたは穀物胚芽油)である。例
えば、ラノリン酸(lanolic acid)、オレイン酸、ラウリン酸、ステアリン酸またはミリス
チン酸のエステル;アルコール、例えば、オレイルアルコール、リノリルアルコールまた
はリノレニルアルコール、イソステアリルアルコールまたはオクチルドデカノール;ある
いは、アセチルグリセリド、アルコールまたは多価アルコールのオクタン酸エステル、デ
カン酸エステルまたはリシノール酸エステルを用いることもまた可能である。代わりに、
25℃で固体の水素添加オイル、例えば、水素添加されたヒマシ油、パーム油またはココナ
ッツオイル、あるいは水素添加された牛脂;モノ-、ジ-、またはトリ-スクログリセリド;
ラノリン;あるいは、25℃で固体の脂肪エステル;を用いることが可能である。
【００３３】
　これらの有機オイルは、ベシクル系におけるパーソナルケアまたはヘルスケア活性物質
であるD)成分の溶解性を向上させ、これらの活性物質の経皮吸収を賦活し(stimulate)、
より良好な耐水性および触感を製品に付与するいくらかの効果を有する。いくつかのエス
テルは、D)成分の経皮吸収を賦活する注目すべき効果を有する。いくつかのワックスは、
製品のベシクル系におけるパーソナルケアおよびヘルスケア活性物質の安定性、耐腐朽性
(decay resistance)、耐水性および保持を向上させるという利点を有する。さらに、これ
らの有機オイルを、天然植物または海草のエキスによるもの(例えば、オリーブオイルま
たはスイートアーモンドオイル)に限定することによって、製品は、肌に優しく、また消
費者にとって好ましいイメージを有するであろう。
【００３４】
[D)疎水性または親水性の活性剤]
　成分D)は、親水性(D')または疎水性(D")のいずれかの活性剤である。活性剤は、どのよ
うなパーソナルケアまたはヘルスケア活性剤から選択されてもよい。本明細書では、「パ
ーソナルケア活性剤」は、化粧上の利点および/または美的利点をもたらすために、毛髪
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または皮膚をトリートメントする目的で通常添加される、パーソナルケア配合物における
添加剤として当技術分野において知られている任意の化合物または化合物の混合物を意味
する。「ヘルスケア活性剤」は、医薬としての利点または医療上の利点をもたらすと、当
技術分野において知られている任意の化合物または化合物の混合物を意味する。したがっ
て、「ヘルスケア活性剤」には、一般的に使用され、米国保険福祉省(Department of Hea
lth & Human Services)の食品医薬品局(Food and Drug Administration)により定められ
る(連邦規則集(Code of Federal Regulations)のTitle 21、Chapter I、Parts 200～299
およびParts 300～499に含まれる)活性成分または活性薬剤成分と考えられる物質が含ま
れる。
【００３５】
　このように、活性成分には、疾患の診断、治癒、軽減、治療、または防止において薬理
活性または別の直接的効果をもたらすこと、あるいは、ヒトまたは他の動物の身体の構造
または何らかの機能に影響を及ぼすことを意図した任意の成分が含まれ得る。この語句は
、薬剤製品の製造中に化学的変化を受け、特定の活性または作用をもたらすことを意図し
て修飾された形において薬剤製品に存在する成分を含み得る。
【００３６】
　活性成分のいくつかの代表例には、薬剤、ビタミン、ミネラル;ホルモン;局所抗菌剤、
例えば、抗生作用活性成分、運動選手の足、いんきんたむし、または輪癬の治療のための
抗真菌活性成分、およびアクネ(acne)に対する活性成分;アストリンゼント活性成分;デオ
ドラント活性成分;イボ取り活性成分;魚の目およびたこ(callus)除去活性成分;アタマジ
ラミ、ケジラミ(pubic louse、crab)、およびキモノジラミの処理のためのシラミ駆除活
性成分;ふけ、脂漏性皮膚炎または乾癬の抑制ための活性成分;ならびに、日焼けの防止剤
および治療剤が含まれる。
【００３７】
　シリコーンベシクルに形作ることにより、これらの活性成分は効率よく皮膚に保たれ、
製品の効果は一層長く続くようになる。さらに、いくつかの添加剤を配合することにより
、活性成分の経皮吸収の賦活または抑制を制御できる。例えば、いくつかの活性成分は、
揮発性含有物としてエタノールを、エステルまたはメントールを経皮吸収の賦活剤として
配合することによって、皮膚を通して効率的に吸収される。特に、水性活性成分と、油溶
性活性成分を含むシリコーンベシクルとの組合せは、これらの成分の経皮吸収を賦活する
利点を有する。
【００３８】
　本発明による方法において使用して有用な活性成分には、「プロ-ビタミン」を含めて
、ビタミンおよびその誘導体が含まれる。ここで有用なビタミンには、これらに限らない
が、ビタミンA1、レチノール、レチノールのC2～C18エステル、ビタミンE、トコフェロー
ル、ビタミンEのエステル、およびこれらの混合物が含まれる。レチノールには、トラン
ス-レチノール、1,3-シス-レチノール、11-シス-レチノール、9-シス-レチノール、およ
び3,4-ジデヒドロ-レチノール、ビタミンCおよびその誘導体、ビタミンB1、ビタミンB2、
プロビタミンB5、パンテノール、ビタミンB6、ビタミンB12、ナイアシン、葉酸、ビオチ
ン、およびパントテン酸が含まれる。ここに含められると考えられる他の適切なビタミン
およびビタミンのINCI名は、ジパルミチン酸アスコルビル、アスコルビルメチルシラノー
ルペクチン(ascorbyl methylsilanol pectinate)、パルミチン酸アスコルビル、ステアリ
ン酸アスコルビル、アスコルビルグルコシド、アスコルビルリン酸ナトリウム、アスコル
ビン酸ナトリウム、アスコルビル硫酸二ナトリウム、(アスコルビル/トコフェリル)リン
酸カリウムである。
【００３９】
　「レチノール」は、米国化粧品工業会(The Cosmetic, Toiletry, and Fragrance Assoc
iation、CTFA、ワシントンDC)により示された、ビタミンAに対する国際命名法化粧品成分
名(International Nomenclature Cosmetic Ingredient Name、INCI)である。ここに含め
られると考えられる他の適切なビタミンおよびINCI名は、酢酸レチノール(RETINYL ACETA
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TE)、パルミチン酸レチノール、プロピオン酸レチノール、α-トコフェロール、トコフェ
ルソラン、酢酸トコフェロール(TOCOPHERYL ACETATE)、リノール酸トコフェロール、ニコ
チン酸トコフェロール、およびコハク酸トコフェロールである。
【００４０】
　本発明における使用に適する市販製品のいくつかの例は、ビタミンAアセテートおよび
ビタミンC、どちらもFluka Chemie AG(Buchs、スイス)の製品;COVI-OX T-50、Henkel Cor
poration(La Grange、イリノイ州)のビタミンE製品;COVI-OX T-70、Henkel Corporation(
La Grange、イリノイ州)の別のビタミンE製品;ならびに、ビタミンEアセテート、Roche V
itamins & Fine Chemicals(Nutley、ニュージャージー州)の製品;である。
【００４１】
　本発明による方法において使用される活性成分は、活性薬剤成分であり得る。使用され
得る適切ないくつかの活性薬剤成分の代表例は、ヒドロコルチゾン、ケトプロフェン、チ
モロール、ピロカルピン、アドリアマイシン、マイトマイシンC、モルヒネ、ヒドロモル
フォン、ジルチアゼム、テオフィリン、ドキソルビシン、ダウノルビシン、ヘパリン、ペ
ニシリンG、カルベニシリン、セファロチン、セフォキシチン、セフォタキシム、5-フル
オロウラシル、シタラビン、6-アザウリジン、6-チオグアニン、ビンブラスチン、ビンク
リスチン、硫酸ブレオマイシン、アウロチオグルコース、スラミン、メベンダゾール、ク
ロニジン、スコポラミン、プロプラノロール、フェニルプロパノールアミン塩酸塩、ウア
バイン、アトロピン、ハロペリドール、イソソルビド、ニトログリセリン、イブプロフェ
ン、ユビキノン、インドメタシン、プロスタグランジン、ナプロキセン、サルブタモール
、グアナベンズ、ラベタロール、フェニラミン、メトリホネート、およびステロイドであ
る。
【００４２】
　本発明の目的のための活性薬剤としてここに含められると考えられるのは、抗アクネ剤
、例えば、過酸化ベンゾイルおよびトレチノイン;抗菌剤、例えば、クロロヘキサジエン
グルコネート;抗真菌剤、例えば、硝酸ミコナゾール;抗炎症剤;コルチコステロイド剤;非
ステロイド抗炎症剤、例えば、ジクロフェナク;抗乾癬剤、例えば、プロピオン酸クロベ
タゾール;麻酔剤、例えば、リドカイン; 抗掻痒剤;抗皮膚炎剤;ならびに、バリアフィル
ム(barrier film)と一般的に見なされる作用剤;である。
【００４３】
　本発明での活性成分D)は、タンパク質、例えば酵素であり得る。シリコーンベシクルの
内部に酵素を含有させることは、酵素が失活することを防ぎ、また酵素の生物活性を一層
長い期間保つのに有利である。酵素には、これらに限らないが、市販されているタイプ、
改良タイプ、リコンビナントタイプ、野生型、自然には見出されないバリアント、および
これらの混合物が含まれる。例えば、適切な酵素には、加水分解酵素、クチナーゼ、酸化
酵素、転移酵素、還元酵素、ヘミセルロース分解酵素、エステラーゼ、異性化酵素、ペク
チナーゼ、ラクターゼ、ペルオキシダーゼ、ラッカーゼ、カタラーゼ、およびこれらの混
合物が含まれる。加水分解酵素には、これらに限らないが、プロテアーゼ(細菌、真菌、
酸性、中性またはアルカリ性)、アミラーゼ(αまたはβ)、リパーゼ、マンナナーゼ、セ
ルラーゼ、コラゲナーゼ、リゾチーム、スーパーオキシドジスムターゼ、カタラーゼ、お
よびこれらの混合物が含まれる。前記プロテアーゼには、これらに限らないが、トリプシ
ン、キモトリプシン、ペプシン、パンクレアチンおよび他の哺乳動物の酵素;パパイン、
ブロメラインおよび他の植物酵素;サブチリシン、エピデルミン、ナイシン、ナリンギナ
ーゼ(L-ラムノシダーゼ)、ウロキナーゼおよび他の細菌酵素が含まれる。前記リパーゼに
は、これらに限らないが、トリアシル-グリセロールリパーゼ、モノアシル-グリセロール
リパーゼ、リポタンパク質リパーゼ、例えば、ステアプシン、エレプシン、ペプシン、他
の哺乳動物、植物、細菌のリパーゼ、および精製されたものが含まれる。天然のパパイン
は前記酵素として好ましい。さらに、賦活ホルモン(例えば、インスリン)は、これらの酵
素と一緒に、それらの効果を高めるために使用され得る。
【００４４】
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　成分D)はまたサンスクリーン剤でもあり得る。サンスクリーン剤は、日光への暴露の有
害な作用から皮膚を保護すると、当技術分野において知られている任意のサンスクリーン
剤から選択できる。サンスクリーン化合物は通常、紫外(UV)線を吸収する、有機化合物、
無機化合物、またはこれらの混合物から選ばれる。サンスクリーン剤として使用できる非
限定的な代表的例には、アミノ安息香酸、シノキサート、ジエタノールアミンメトキシシ
ンナメート、トリオレイン酸ジガロイル(Digalloyl Trioleate)、ジオキシベンゾン、4-[
ビス(ヒドロキシプロピル)]アミノ安息香酸エチル、アミノ安息香酸グリセリル、ホモサ
レート、ジヒドロキシアセトンを含むローソン、アントラニル酸メンチル、オクトクリレ
ン、メトキシケイ皮酸オクチル、サルチル酸オクチル、オキシベンゾン、パディメートO
、フェニルベンゾイミダゾールスルホン酸、赤色ワセリン、スリソベンゾン、二酸化チタ
ン、および、トロラミンサリシレート、セタミノサロール(cetaminosalol)、アラントイ
ンPABA、ベンザルフタリド、ベンゾフェノン、ベンゾフェノン1-12、3-ベンジリデンカン
フル(camphor)、ベンジリデンカンフル加水分解コラーゲンスルホンアミド(Benzylidenec
amphor Hydrolyzed Collagen Sulfonamide)、ベンジリデンカンフルスルホン酸、サリチ
ル酸ベンジル、ボルネロン、ブメトリオゾール(Bumetriozole)、ブチルメトキシジベンゾ
イルメタン、ブチルPABA、セリア/シリカ、セリア/シリカ-タルク、DEA-メトキシシンナ
メート、ジベンゾオキサゾールナフタレン、ジ-t-ブチルヒドロキシベンジリデンカンフ
ル、ジイソプロピルケイヒ酸メチル、ジメチルPABAエチルセテアリルジモニウムトシレー
ト、ジオクチルブタミドトリアゾン、ジフェニルカルボメトキシアセトキシナフトピラン
、ビスエチルフェニルトリアミノトリアジンスチルベンジスルホン酸二ナトリウム、ジス
チリルビフェニルトリアミノトリアジンスチルベンジスルホン酸二ナトリウム、ジスチリ
ルビフェニルジスルホン酸二ナトリウム、ドロメトリゾール、ドロメトリゾールトリシロ
キサン、エチルジヒドロキシプロピルPABA、ジイソプロピルケイ皮酸エチル、メトキシケ
イ皮酸エチル、エチルPABA、ウロカニン酸エチル、エトロクリレン(Etrocrylene)フェル
ラ酸、グリセリルオクタノエートジメトキシシンナメート、グリセリルPABA、サリチル酸
グリコール、p-メトキシケイ皮酸イソアミル、サリチル酸イソプロピルベンジル、イソプ
ロピルジベンゾイルメタン、メトキシケイ皮酸イソプロピル、サリチル酸メンチル、4-メ
チルベンジリデン、カンフル、オクトリゾール、オクチルジメチルPABA、サリチル酸オク
チル、オクチルトリアゾン、PABA、PEG-25 PABA、ペンチルジメチルPABA、ポリアクリル
アミドメチルベンジリデンカンフル、メトキシケイ皮酸カリウム、フェニルベンゾイミダ
ゾールスルホン酸カリウム、フェニルベンゾイミダゾールスルホン酸ナトリウム、ウルカ
ニン酸ナトリウム、TEA-フェニルベンゾイミダゾールスルホネート、TEA-サリシレート、
テレフタリリデンジカンフルスルホン酸、二酸化亜鉛、二酸化セリウム、トリPABAパンテ
ノール、ウロカニン酸、およびVA/クロトン酸/メタクリロキシベンゾフェノン-1のコポリ
マーが含まれる。
【００４５】
　これらのサンスクリーン剤は1種に、または2種以上の組合せとして選択され得る。さら
に、本発明のシリコーンベシクルは、内側相に1種のサンスクリーン剤を、外側相に別の
ものを含む(例えば、油溶性サンスクリーン剤を内側相に、また水分散性のものを、この
シリコーンベシクルの外側相に含む)ことができる。いくつかの有機サンスクリーン剤は
二酸化チタンと直接接触することにより着色するので、この使用法では、シリコーンベシ
クルは異なるサンスクリーン剤の組合せを安定化させるのに有用である。
【００４６】
　代わりに、サンスクリーン剤は、シンナメート系有機化合物、または、代わりに、サン
スクリーン剤は、パラ-メトキシケイ皮酸と2-エチルヘキサノールのエステルであるUvinu
l(登録商標)MC 80のようなメトキシケイ皮酸オクチルである。
【００４７】
　成分D)はまた、芳香剤または香料でもあり得る。香料は、香料産業において一般に用い
られているどのような香料または芳香活性成分であってもよい。これらの組成物は、通常
、様々な化学物質類に属し、アルコール、アルデヒド、ケトン、エステル、エーテル、酢
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酸エステル、亜硝酸エステル、テルペン系炭化水素、複素環式の窒素または硫黄含有化合
物、さらには、天然または合成由来のエッセンシャルオイルのように様々である。これら
の香料成分の多くは、S. Arctander「Perfume and Flavour Chemicals」(1969年、Montcl
air、ニュージャージー州)のような標準的教科書参考文献に詳細に記載されている。
【００４８】
　芳香剤は、これらに限らないが、香料ケトンおよび香料アルデヒドにより例示され得る
。香料ケトンの例は、ブッコキシム(buccoxime);イソジャスモン;メチルβ-ナフチルケト
ン;ムスクインダノン;トナリド/ムスクプラス;α-ダマスコン、β-ダマスコン、δ-ダマ
スコン、イソ-ダマスコン、ダマセノン、ダマロース(Damarose)、ジヒドロジャスモン酸
メチル、メントン、カルボン、カンフル、フェンコン、α-ロノン、β-ロノン、γ-メチ
ル所謂ロノン(Gamma Methyl so-called lonone)、フルールアモン(Fleuramone)、ジヒド
ロジャスモン、シス-ジャスモン、Iso-E-Super、メチル-セドレニル-ケトン(Cedrenyl-ke
tone)またはメチル-セドリロン(Cedrylone)、アセトフェノン、メチル-アセトフェノン、
パラ-メトキシ-アセトフェノン、メチル-β-ナフチル-ケトン、ベンジル-アセトン、ベン
ゾフェノン、パラ-ヒドロキシ-フェニル-ブタノン、セロリーケトンまたはリベスコン(Li
vescone)、6-イソプロピルデカヒドロ-2-ナフトン、ジメチル-オクテノン、フレスコメン
テ(Freskomenthe)、4-(1-エトキシビニル)-3,3,5,5,-テトラメチル-シクロヘキサノン、
メチル-ヘプテノン、2-(2-(4-メチル-3-シクロヘキセン-1-イル)プロピル)-シクロペンタ
ノン、1-(p-メンテン-6(2)-イル)-1-プロパノン、4-(4-ヒドロキシ-3-メトキシフェニル)
-2-ブタノン、2-アセチル-3,3-ジメチル-ノルボルナン、6,7-ジヒドロ-1,1,2,3,3-ペンタ
メチル-4(5H)-インダノン、4-ダマスコール(Damascol)、ダルシニル(Dulcinyl)またはカ
ッシオーネ(Cassione)、ゲルソン(Gelsone)、ヘキサロン、イソシクレモンE、メチルシク
ロシトロン、メチル-ラベンダー-ケトン、オリボン(Orivon)、パラ-tert-ブチル-シクロ
ヘキサノン、ベルドン(Verdone)、デルフォン(Delphone)、ムスコン、ネオブテノン、プ
リカトン(Plicatone)、ベルトン(Veloutone)、2,4,4,7-テトラメチル-オクタ-6-エン-3-
オン、およびテトラメラン(Tetrameran)である。
【００４９】
　より好ましくは、香料ケトンは、α-ダマスコン、δ-ダマスコン、イソダマスコン、カ
ルボン、γ-メチル-ロノン、Iso-E-Super、2,4,4,7-テトラメチル-オクタ-6-エン-3-オン
、ベンジルアセトン、β-ダマスコン、ダマセノン、ジヒドロジャスモン酸メチル、メチ
ルセドリロン、およびこれらの混合物から、その香りの特徴で選択される。
【００５０】
　好ましくは、香料アルデヒドは、アドキサール;アニスアルデヒド;シマール(cymal);エ
チルバニリン;フロルヒドラール(florhydral);ヘリオナール;ヘリオトロピン;ヒドロキシ
シトロネラール;コアボン(koavone);ラウリンアルデヒド;リラール(lyral);メチルノニル
アセトアルデヒド;P. T. ブシナール(bucinal);フェニルアセトアルデヒド;ウンデシレン
アルデヒド;バニリン;2,6,10-トリメチル-9-ウンデセナール、3-ドデセン-1-アール、α-
n-アミルシンナムアルデヒド、4-メトキシベンズアルデヒド、ベンズアルデヒド、3-(4-t
ert-ブチルフェニル)-プロパナール、2-メチル-3-(パラ-メトキシフェニル)プロパナール
、2-メチル-4-(2,6,6-トリメチル-2(1)-シクロヘキセン-1-イル)ブタナール、3-フェニル
-2-プロペナール、シス-/トランス-3,7-ジメチル-2,6-オクタジエン-1-アール、3,7-ジメ
チル-6-オクテン-1-アール、[(3,7-ジメチル-6-オクテニル)オキシ]アセトアルデヒド、4
-イソプロピルベンズアルデヒド、1,2,3,4,5,6,7,8-オクタヒドロ-8,8-ジメチル-2-ナフ
トアルデヒド、2,4-ジメチル-3-シクロヘキセン-1-カルボキシアルデヒド、2-メチル-3-(
イソプロピルフェニル)プロパナール、1-デカナール;デシルアルデヒド、2,6-ジメチル-5
-ヘプタナール、4-(トリシクロ[5.2.1.0(2,6)]-デシリデン-8)-ブタナール、オクタヒド
ロ-4,7-メタノ-1H-インデンカルボキシアルデヒド、3-エトキシ-4-ヒドロキシベンズアル
デヒド、パラ-エチル-α,α-ジメチルヒドロシンナムアルデヒド、α-メチル-3,4-(メチ
レンジオキシ)-ヒドロシンナムアルデヒド、3,4-メチレンジオキシベンズアルデヒド、α
-n-ヘキシルケイ皮アルデヒド、m-シメン-7-カルボキシアルデヒド、α-メチルフェニル
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アセトアルデヒド、7-ヒドロキシ-3,7-ジメチルオクタナール、ウンデセナール、2,4,6-
トリメチル-3-シクロヘキセン-1-カルボキシアルデヒド、4-(3)(4-メチル-3-ペンチル)-3
-シクロヘキセン-カルボキシアルデヒド、1-ドデカナール、2,4-ジメチルシクロヘキセン
-3-カルボキシアルデヒド、4-(4-ヒドロキシ-4-メチルペンチル)-3-シクロヘキセン-1-カ
ルボキシアルデヒド、7-メトキシ-3,7-ジメチルオクタン-1-アール、2-メチルウンデカナ
ール、2-メチルデカナール、1-ノナナール、、1-オクタナール、2,6,10-トリメチル-5,9-
ウンデカジエナール、2-メチル-3-(4-tert-ブチル)プロパナール、ジヒドロケイ皮アルデ
ヒド、1-メチル-4-(4-メチル-3-ペンテニル)-3-シクロヘキセン-1-カルボキシアルデヒド
、5-または6-メトキシヘキサヒドロ-4,7-メタノインダン(methanoindan)-1または2-カル
ボキシアルデヒド、3,7-ジメチルオクタン-1-アール、1-ウンデカナール、10-ウンデセン
-1-アール、4-ヒドロキシ-3-メトキシベンズアルデヒド、1-メチル-3-(4-メチルペンチル
)-3-シクロヘキセンカルボキシアルデヒド、7-ヒドロキシ-3,7-ジメチル-オクタナール、
トランス-4-デセナール、2,6-ノナジエナール、パラトリルアセトアルデヒド;4-メチルフ
ェニルアセトアルデヒド、2-メチル-4-(2,6,6-トリメチル-1-シクロヘキセン-1-イル)-2-
ブタナール、オルト-メトキシケイ皮アルデヒド、3,5,6-トリメチル-3-シクロヘキセンカ
ルボキシアルデヒド、3,7-ジメチル-2-メチレン-6-オクタナール、フェノキシアセトアル
デヒド、5,9-ジメチル-4,8-デカジエナール、シャクヤク(peony)アルデヒド(6,10-ジメチ
ル-3-オキサ-5,9-ウンデカジエン-1-アール)、ヘキサヒドロ-4,7-メタノインダン-1-カル
ボキシアルデヒド、2-メチルオクタナール、α-メチル-4-(1-メチルエチル)ベンゼンアセ
トアルデヒド、6,6-ジメチル-2-ノルピネン-2-プロピオンアルデヒド、パラメチルフェノ
キシアセトアルデヒド、2-メチル-3-フェニル-2-プロペン-1-アール、3,5,5-トリメチル
ヘキサナール、ヘキサヒドロ-8,8-ジメチル-2-ナフトアルデヒド、3-プロピル-ビシクロ[
2.2.1]-ヘプタ-5-エン-2-カルボアルデヒド、9-デセナール、3-メチル-5-フェニル-1-ペ
ンタナール、メチルノニルアセトアルデヒド、ヘキサナール、トランス-2-ヘキサナール
、1-p-メンテン-9-カルボキシアルデヒドおよびこれらの混合物から、その香りの特徴で
選択される。
【００５１】
　より好ましいアルデヒドは、1-デカナール、ベンズアルデヒド、フロルヒドラール、2,
4-ジメチル-3-シクロヘキセン-1-カルボキシアルデヒド;シス/トランス-3,7-ジメチル-2,
6-オクタジエン-1-アール;ヘリオトロピン;2,4,6-トリメチル-3-シクリヘキセン-1-カル
ボキシアルデヒド;2,6-ノナジエナール;α-n-アミルケイ皮アルデヒド、α-n-ヘキシルケ
イ皮アルデヒド、P. T. ブシナール、リラール、シマール、メチルノニルアセトアルデヒ
ド、ヘキサナール、トランス-2-ヘキサナール、およびこれらの混合物から、それらの香
りの特徴で選択される。
【００５２】
　香料成分の上の列挙において、いくつかは、慣習的に当業者に知られている商用名であ
り、また異性体も含む。このような異性体もまた、本発明における使用に適する。
【００５３】
　成分D)はまた1種または複数の植物エキスでもあり得る。これらの成分の例は次の通り
である:明日葉エキス、アボカドエキス、アマチャ(hydrangea)エキス、タチアオイ(Althe
a)エキス、アルニカエキス、アロエエキス、アプリコットエキス、アプリコットカーネル
(kernel)エキス、イチョウ葉エキス、ウイキョウエキス、ターメリック(ウコン)エキス、
ウーロン茶エキス、営実(rose fruit)エキス、エキナセアエキス、オウゴンエキス、オウ
バクエキス、オウレンエキス、オオムギエキス、オトギリソウ(Hyperium)エキス、白イラ
クサエキス、ミズガラシエキス、オレンジエキス、乾燥海水(Dehydrated saltwater)、海
草エキス、加水分解エラスチン、加水分解コムギ粉末、加水分解シルク、カモミールエキ
ス、ニンジンエキス、ヨモギ(Artemisia)エキス、カンゾウエキス、ハイビスカスティー
エキス、カキョクエキス、キウイエキス、キナノキエキス、キュウリエキス、グアノシン
、クチナシエキス、クマザサエキス、クジンエキス、クルミエキス、グレープフルーツエ
キス、クレマチスエキス、クロレラエキス、クワの実エキス、ゲンチアナエキス、紅茶(b



(17) JP 2009-513661 A 2009.4.2

10

20

30

40

50

lack tea)エキス、酵母エキス、ゴボウエキス、コメヌカ発酵エキス、コメ胚芽オイル、
ヒレハリソウエキス、コラーゲン、コケモモエキス、サイシンエキス、サイコ科植物(Fam
ily of Bupleurum)エキス、臍帯エキス、サルビアエキス、サボンソウエキス、タケエキ
ス、サンザシ(Crataegus fruit)エキス、サンショウエキス、シイタケエキス、ジオウエ
キス、ムラサキ(gromwell)エキス、シソエキス、シナノキエキス、シモツケソウエキス、
シャクヤクエキス、ショウブ根エキス、オウシュウシラカバエキス、トクサエキス、セイ
ヨウキズタ(アイビー)エキス、サンザシ(hawthorn)エキス、セイヨウニワトコエキス、セ
イヨウノコギリソウエキス、セイヨウハッカエキス、セージエキス、ゼニアオイエキス、
センキュウエキス、センブリエキス、ダイズエキス、ナツメエキス、タイムエキス、茶(t
ea)エキス、チョウジエキス、チガヤエキス、チンピエキス、トウキエキス、キンセンカ
エキス、トウニンエキス、トウヒエキス、ドクダミエキス、トマトエキス、納豆エキス、
ヤクヨウニンジン(Ginseng)エキス、緑茶(チャノキ)エキス、ニンニクエキス、野バラエ
キス、ハイビスカスエキス、バクモンドウエキス、ハスエキス、パセリエキス、蜂蜜、ハ
マメリスエキス、パリエタリアエキス、エンメイソウエキス、ビサボロールエキス、ビワ
エキス、フキタンポポエキス、バターバーエキス、マツホドエキス、ナギイカダエキス、
ブドウエキス、プロポリスエキス、ヘチマエキス、ベニバナエキス、ペパーミントエキス
、シナノキエキス、ボタン(Paeonia)エキス、ホップエキス、マツエキス、マロニエ(hors
e chestnut)エキス、水芭蕉[Lysichiton camtschatcese]エキス、ムクロジエキス、メリ
ッサエキス、モモエキス、ヤグルマギクエキス、ユーカリエキス、ユキノシタエキス、シ
トロンエキス、ヨクイニンエキス、ヨモギ(mugwort)エキス、ラベンダーエキス、リンゴ
エキス、レタスエキス、レモンエキス、レンゲエキス、バラエキス、ローズマリーエキス
、ローマンカモミールエキス、およびロイヤルゼリーエキス。
【００５４】
　成分A)、B)、C)、およびD)の量は、方法に応じて様々であり得るが、通常、
　A)2から50wt%、代わりに、2から25wt%、または代わりに、1から15wt%、
　B)1から50wt%、代わりに、2から25wt%、または代わりに、2から15wt%、
　C)0から50wt%、代わりに、1から20wt%、または代わりに、2から10wt%、
　D)0.05から20wt%、代わりに、0.1から15wt%、または代わりに、0.1から10wt%
の範囲であり、また、十分な量の水により、A)、B)、およびC)と水含量とのwt%の合計が1
00%になるようにする。
【００５５】
　ベシクルの調製
　本発明のベシクル組成物を調製する方法におけるステップIは、
　I)親水性活性剤の分散体を生成させるために、
　　A)少なくとも1つの親水性置換基を有するオルガノポリシロキサン、
　　B)水混和性溶媒、
　　D')親水性活性剤
を一緒にするステップ;
を含む。前記の成分A)、B)、およびD')は、親水性活性剤の分散体を生成させるために、
どのような順序ででも混合できる。代わりに、成分B)およびD')が最初に一緒にされ、次
いで、成分A)に加えられる。代わりに、成分B)、B')およびD')が最初に一緒にされ、次い
で、成分A)に加えられる。通常、成分A)、B)または使用される場合B')、およびD')が、一
般的な混合技術を用いて一緒にされる。混合、および親水性活性剤の分散体の生成を実施
するのに必要とされる特別な要件または条件は存在しない。一般的な撹拌技術で、通常十
分である。通常、分散体を均一にするのに十分な撹拌が加えられる。
【００５６】
　本発明のべシクル組成物を調製する方法におけるステップIIは、
　II)疎水性活性剤の分散体を生成させるために、
　　A)少なくとも1つの親水性置換基を有するオルガノポリシロキサン、
　　C)任意選択で、シリコーンまたは有機オイル、
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　　D")疎水性活性剤
を一緒にするステップ;
を含む。前記の成分A)、任意選択のC)、およびD')は、疎水性活性剤の分散体を生成させ
るために、どのような順序ででも混合できる。代わりに、成分C)およびD")が最初に一緒
にされ、次いで、成分A)に加えられる。代わりに、成分C)、B')およびD")が最初に一緒に
され、次いで、成分A)に加えられる。通常、成分A)、使用される場合C)またはB')、およ
びD")が、一般的な混合技術を用いて一緒にされる。混合、および疎水性活性剤の分散体
の生成を実施するのに必要とされる特別な要件または条件は存在しない。一般的な撹拌技
術で、通常十分である。通常、分散体を均一にするのに十分な撹拌が加えられる。
【００５７】
　ステップIおよびIIは、どのような順序で実施されてもよい、すなわち、それらが、順
次、実施される必要はない。
【００５８】
　本発明のベシクル組成物を調製する方法におけるステップIIIは、
　III)前記親水性活性剤の分散体と、前記疎水性活性剤の分散体とを一緒にし、ベシクル
を生成させるために水を混合するステップ
を含む。
【００５９】
　混合、およびベシクルの生成を実施するのに必要とされる特別な要件または条件は存在
しない。混合技術は、単純な撹拌、ホモジナイザーによる混合、超音波による混合、およ
び、水性分散体におけるベシクルの生成を実施するために当技術分野において知られてい
る他の混合技術であり得る。この混合は、バッチ、半連続、または連続方式で実施され得
る。
【００６０】
　ベシクルの生成は、現況技術において一般的な技術によって確認できる。通常、ベシク
ルは、交差偏光顕微鏡で調べた時に複屈折を示すラメラ相構造を有する。代わりに、ベシ
クルの生成は、クライオ-透過電子顕微鏡(Cryo-TEM)法によってはっきりと示すことがで
きる。粒径測定もまた、オルガノポリシロキサンが、典型的なベシクルの大きさで水性媒
体に十分に分散していることを示すのに使用できる。例えば、0.500μm(マイクロメート
ル)未満の平均粒径が、分散しているベシクルにとって典型的である。0.200μmまたは0.1
00μm未満の平均粒径を有するベシクルが本発明の教示により可能である。
【００６１】
　本発明の方法におけるステップIVは任意選択であり、水混和性揮発性溶媒である成分B'
)を除去するステップを含む。通常、水混和性揮発性溶媒は、当技術分野において知られ
ている技術(例えば、ベシクル組成物を減圧の下に置き、任意選択で同時に組成物を加熱
すること)により除去される。このような技術の例示となる装置には、ロータリーエバポ
レーターおよび薄膜ストリッパーが含まれる。
【００６２】
　本発明は、さらに、本明細書に記載の方法によって調製されるベシクル組成物を包含す
る。
【００６３】
　ベシクル含有エマルジョンの調製方法
　本発明はまた、
　I)水性分散体を生成させるために、
　　A)少なくとも1つの親水性置換基を有するオルガノポリシロキサン、
　　B)水混和性揮発性溶媒、
　　C)任意選択で、シリコーンまたは有機オイル、
　　D)パーソナルケアまたはヘルスケア活性剤
を、水と一緒にするステップ;
　II)ベシクルを生成させるために、前記水性分散体を混合するステップ;
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　III)任意選択で、前記ベシクルから前記水混和性揮発性溶媒を除去するステップ;
　IV)エマルジョンに前記ベシクルを加えるステップ
を含む、ベシクル含有エマルジョンの調製方法にも関する。
【００６４】
　成分A)、B)、C)、およびD)は前記の通りである。ベシクル含有エマルジョンを調製する
方法において用いられる成分A)、B)、C)、およびD)の量は、法に応じて様々であり得るが
、通常、
　A)2から50wt%、代わりに、2から25wt%、または代わりに、1から15wt%、
　B)1から50wt%、代わりに、2から25wt%、または代わりに、2から15wt%、
　C)0から50wt%、代わりに、1から20wt%、または代わりに、2から10wt%、
　D)0.05から20wt%、代わりに、0.1から15wt%、または代わりに、0.1から10wt%
の範囲であり、また、十分な量の水により、A)、B)、およびC)と水含量とのwt%の合計が1
00%になるようにする。
【００６５】
　ベシクル含有エマルジョンを調製する方法において、成分A)、B)、C)、およびD)と水と
を一緒にする順序は重要ではないが、通常、A)、B)、C)、およびD)が最初に一緒にされ、
次いで、成分A)～D)の水性分散体を生成させるために、水が加えられる。
【００６６】
　ベシクル含有エマルジョンを調製する方法におけるステップIIは、ベシクルを生成させ
るために、ステップIにおいて生成した水性分散体を混合するステップである。混合、お
よびベシクルの生成を実施するのに必要とされる特別な要件または条件は存在しない。混
合技術は、単純な撹拌、ホモジナイザーによる混合、超音波による混合、および、水性分
散体におけるベシクルの生成を実施するために当技術分野において知られている他の混合
技術であり得る。この混合は、バッチ、半連続、または連続方式で実施され得る。
【００６７】
　ベシクルの生成は、現況技術において一般的な技術によって確認できる。通常、ベシク
ルは、交差偏光顕微鏡で調べた時に複屈折を示すラメラ相構造を有する。代わりに、ベシ
クルの生成は、クライオ-透過電子顕微鏡(Cryo-TEM)法によってはっきりと示すことがで
きる。粒径測定もまた、オルガノポリシロキサンが、典型的なベシクルの大きさで水性媒
体に十分に分散していることを示すのに使用できる。例えば、0.500μm(マイクロメート
ル)未満の平均粒径が、分散しているベシクルにとって典型的である。0.200μmまたは0.1
00μm未満の平均粒径を有するベシクルが本発明の教示により可能である。
【００６８】
　ベシクル含有エマルジョンを調製する方法におけるステップIIIは任意選択であり、水
混和性揮発性溶媒である成分B)を除去するステップを含む。通常、水混和性揮発性溶媒は
、当技術分野において知られている技術(例えば、ベシクル組成物を減圧の下に置き、任
意選択で同時に組成物を加熱すること)により除去される。このような技術の例示となる
装置には、ロータリーエバポレーターおよび薄膜ストリッパーが含まれる。
【００６９】
　ベシクル含有エマルジョンを調製する方法におけるステップIVは、生成したベシクルを
エマルジョンに加えるステップを含む。本明細書では、「エマルジョン」は、水を連続相
とするエマルジョン(water continuous emulsion)(例えば、水中油型エマルジョン、また
は水中シリコーン(silicone in water)のエルジョン)、油またはシリコーンを連続相とす
るエマルジョン(油中水エマルジョンまたはシリコーン中水のエマルジョン)、あるいは多
重エマルジョン(水/油/水、油/水/油のタイプ、水/シリコーン/水、またはシリコーン/水
/シリコーン)を包含するものとする。生成するベシクルは、一般的な混合技術によって、
どのようなタイプのエマルジョンに添加されてもよい。ベシクルとエマルジョンの混合を
実施するのに必要とされる特別な要件または条件は存在しない。混合技術は、単純な撹拌
、ホモジナイザーによる混合、超音波による混合、および、水性分散体におけるベシクル
の生成を実施するために当技術分野において知られている他の混合技術であり得る。この
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混合は、バッチ、半連続、または連続方式で実施され得る。
【００７０】
　ステップIVにおいてエマルジョンに加えられる、ステップIIまたはステップIIIからの
ベシクルの量は、様々であってよく、限定されないが、その量は通常、0.1/99から99/0.1
、代わりに、1/99から99/1のベシクル/エマルジョンの重量比の範囲にあり得る。
【００７１】
　用いられるエマルジョンは、w/o、w/s、またはシリコーン乳化剤を用いる多重相エマル
ジョンであり得る。通常、このような配合物におけるシリコーン中水の乳化剤は非イオン
性であり、ポリオキシアルキレン置換シリコーン、シリコーンアルカノールアミド、シリ
コーンエステルおよびシリコーングリコシドから選択される。シリコーン系界面活性剤は
、このようなエマルジョンを生成させるために使用でき、当技術分野においてよく知られ
ており、例えば、米国特許第4122029号(Gee他)、米国特許第5387417号(Rentsch)、および
米国特許第5811487号(Schulz他)に記載されている。
【００７２】
　エマルジョンが水中油のエマルジョンである場合、それは、エマルジョンンの調製に通
常用いられる一般的な成分(例えば、これらに限らないが、o/wエマルジョンを調製するた
めの、当技術分野においてよく知られている非イオン界面活性剤)を含み得る。非イオン
界面活性剤の例には、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキ
ルフェノールエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンソル
ビタンモノオレアート、ポリオキシエチレンアルキルエステル、ポリオキシエチレンソル
ビタンアルキルエステル、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、ジエチ
レングリコール、エトキシ化トリメチルノナノール、およびポリオキシアルキレングリコ
ール変性ポリシロキサン界面活性剤が含まれる。
【００７３】
　本発明により調製されるベシクルおよびエマルジョン組成物は、様々な一般市販薬(ove
r-the-counter、OTC)のパーソナルケア組成物、ヘルスケア組成物、および家庭のケア組
成物に使用され得るが、特にパーソナルケアの分野において使用できる。本発明により調
製されるベシクルおよびエマルジョン組成物は、配合された製品組成物において、様々な
パーソナルケア、家庭のケア、またはヘルスケアの成分と一緒にすることができる。パー
ソナルケア、家庭のケア、またはヘルスケアのあり得る成分の一覧は、WO03/101412(参照
を通じて本明細書に組み込まれる)に教示されている。このように、本発明により調製さ
れるベシクルおよびエマルジョン組成物は、発汗抑制剤、脱臭剤、スキンクリーム、スキ
ンケアローション、モイスチャライザー、アクネまたはシワのリムーバーのようなフェイ
シャルトリートメント、パーソナルおよびフェイシャルクレンザー、バスオイル、香料、
コロン、サシェ(sachet)、サンスクリーン、プレ-シェイブおよびアフターシェイブロー
ション、リキッド(liquid)ソープ、シェービングソープ、シェービングフォーム(lather)
、ヘアシャンプー、ヘアコンディショナー、ヘアスプレー、ムース、パーマネント、脱毛
剤、ヘアキューティクルコート、メイクアップ化粧品、カラー化粧品、ファンデーション
、ほお紅、リップスティック、リップバーム(balm)、アイライナー、マスカラ、オイルリ
ムーバー、カラー化粧品リムーバー、マニキュア(nail polish)、およびパウダーに使用
できる。
【００７４】
　本発明のベシクルおよびエマルジョン組成物は、様々な化粧製品の配合ベースを得るた
めに、粉末と一緒にできる。本明細書では、粉末は、0.02～50ミクロンの粒径を有する乾
燥した粒状物質と定義される。粒状物質は、着色されていても、無着色(例えば、白色)で
もよい。適切な粉末には、オキシ塩化ビスマス、雲母チタン(titanated mica)、フューム
ドシリカ、球状シリカビーズ、ポリメチルメタクリレートビーズ、微粉状テフロン（登録
商標）、窒化ホウ素、アクリレートポリマー、ケイ酸アルミニウム、オクテニルコハク酸
デンプンアルミニウム、ベントナイト、ケイ酸カルシウム、セルロース、チョーク、トウ
モロコシデンプン、珪藻土、フラー土(fuller's earth)、グリセリンデンプン、ヘクトラ
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イト、含水シリカ、カオリン、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、炭酸マグネシウム、水
酸化マグネシウム、酸化マグネシウム、ケイ酸マグネシウム、三ケイ酸マグネシウム、マ
ルトデキストリン、モンモリロナイト、マイクロクリスタリンセルロース、コメデンプン
、シリカ、タルク、マイカ、二酸化チタン、ラウリン酸亜鉛、ミリスチン酸亜鉛、ネオデ
カン酸亜鉛、ロジン酸亜鉛、ステアリン酸亜鉛、ポリエチレン、アルミナ、アタパルジャ
イト、炭酸カルシウム、ケイ酸カルシウム、デキストラン、ナイロン、シリル化シリカ、
シルク粉末、セリサイト、キナコ(soy flour)、酸化スズ、水酸化チタン、リン酸三マグ
ネシウム、クルミ殻粒、またはこれらの混合物、真珠顔料、例えば、酸化チタン被覆マイ
カ、酸化チタン被覆オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被覆タルク、魚鱗(fish scale)、お
よび酸化チタン被覆着色マイカ;金属粉末顔料、例えば、アルミニウム粉末、銅粉末およ
びステンレス粉末が含まれる。前記粉末は、レシチン、アミノ酸、ミネラルオイル、シリ
コーンオイル、または様々な他の機能剤の1種類または組合せにより表面処理されていて
もよく、これらの機能剤は粉末表面を被覆し、粒子を疎水性にする。
【００７５】
　前記粉末にはまた、様々な有機および無機顔料も含まれ得る。有機顔料は、アゾ、イン
ジゴ、トリフェニルメタン、アントラキノン、およびキサンチン染料を含めて、一般に、
様々な芳香族タイプであり、これらの染料は、D&CおよびFD&Cブルー、ブラウン、グリー
ン、オレンジ、レッド、イエローなどと呼ばれる。無機顔料は、一般に、レーキと呼ばれ
る、認定された着色添加剤の不溶性金属塩、または鉄酸化物からなる。粉末の着色剤(例
えば、カーボンブラック、クロムまたは鉄の酸化物、ウルトラマリン、ピロリン酸マンガ
ン、アイアンブルー、および二酸化チタン)、真珠光沢剤(着色顔料との混合物として通常
用いられる)、または、いくつかの有機染料(着色顔料との混合物として通常用いられ、化
粧品業界において広く用いられる)が、本発明の組成物に添加され得る。タール色素(tar 
pigment)、例えば、Red No.3、Red No.104、Red No.106、Red No.201、Red No.202、Red 
No.204、Red No.205、Red No.220、Red No.226、Red No.227、Red No.228、Red No.230、
Red No.401、Red No.505、Yellow No.4、Yellow No.5、Yellow No.202、Yellow No.203、
Yellow No.204、Yellow No.401、Blue No.1、Blue No.2、Blue No.201、Blue No.404、Gr
een No.3、Green No.201、Green No.204、Green No.205、Orange No.201、Orange No.203
、Orange No.204、Orange No.206、およびOrange No.207;ならびに、天然顔料、例えば、
カルミン酸、ラッカイン酸、カルタミン、ブラジリンおよびクロシンが使用され得る。粉
末の有機または無機のフィラーもまた添加できる。これらの粉末フィラーは、タルク、マ
イカ、カオリン、亜鉛またはチタンの酸化物、カルシウムまたはマグネシウムの炭酸塩、
シリカ、球状二酸化炭素、ガラスまたはセラミックのビーズ、8から22個の炭素原子を有
するカルボン酸から誘導される金属石鹸、膨張してない合成ポリマー粉末、膨張した粉末
、および天然有機化合物による粉末、例えば、穀物デンプン(これは、架橋されているこ
とも架橋されていないこともある)から選択できる。特に、タルク、マイカ、シリカ、カ
オリン、ナイロン粉末(特に、ORGASOL)、ポリエチレン粉末、テフロン（登録商標）、デ
ンプン、窒化ホウ素、コポリマーのマイクロスフィア(例えば、EXPANCEL(Nobel Industri
es))、POLYTRAP、およびシリコーン樹脂マイクロビーズ(例えば、ToshibaのTOSPEARL)を
挙げることができる。
【００７６】
　さらに、これらの粉末、顔料およびフィラーは、前記の本発明の効果が妨げられない限
り、一般的なオイル剤(oil agent)、シリコーンオイル、フッ素含有化合物および界面活
性剤とコンパウンド化されても、あるいはこれらにより処理されていてもよい。例えば、
これらの粉末は、例えば、フッ素含有化合物による処理、シリコーン樹脂による処理、ペ
ンダント処理、シランカップリン剤による処理、チタンカップリング剤、オイル剤による
処理、N-アシル化リシンによる処理、ポリアクリル酸による処理、金属石鹸による処理、
アミノ酸による処理、無機化合物による処理、プラズマ処理、およびメカノケミカル処理
によって、前もって表面処理または変性されていることも、いないこともある。必要であ
れば、1種または複数の表面処理または変性が行なわれていてもよい。本発明では、1種ま
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たは複数の粉末が一緒にされ得る。
【００７７】
　これらの粉末、顔料またはフィラーをシリコーンベシクルにより覆うことにより、それ
らの触感および皮膚への吸収を向上させ、メイクアップをより長持ちさせることができる
。
【００７８】
　シリコーンベシクルおよびエマルジョン組成物は、優れた保湿、皮膚または毛髪での触
感を得るために、保湿剤(humectant)と一緒にすることができる。保湿剤の保湿効果は、
オルガノポリシロキサンにより生成したベシクルと保湿剤との相互作用によって増強され
る。適切な保湿剤には、トレハロース、ペンタエリスルトール、キシリトール、グリセリ
ン、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロピレングリコール、ポリ
プロピレングリコール、1,3-ブチレングリコール、エチレングリコール、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、ポリグリセリン、ヒアルロン酸およびその塩、コンド
ロイチン硫酸およびその塩、ピロリドンカルボン酸塩、ポリオキシエチレンメチルグルコ
シド、ポリオキシプロピレンメチルグルコシド、およびエチルグルコシド;糖アルコール
、例えば、ソルビトール、マルトース、およびマルチトール;ステロール、例えば、コレ
ステロール、シトステロール、フィトステロール、およびラノステロール;糖およびそれ
らのエステル;デキストリンおよびその誘導体;パンテノールとその誘導体およびその塩; 
蜂蜜、尿素、リン脂質、糖脂質、セラミドが含まれる。好ましくは、保湿剤は、グリセリ
ン、ジグリセリン、プロピレングリコール、1,3-ブチレングリコール、ポリエチレングリ
コール、ヒアルロン酸およびその塩、糖脂質またはセラミドから選択できる。化粧品に添
加される保湿剤の望ましい量は、全配合物に対して、0.001から10質量%、好ましくは、0.
001から5質量%の範囲である。
【００７９】
　シリコーンベシクルおよびエマルジョン組成物は、配合物全体への他の活性剤および成
分の添加による、化粧品およびシリコーンベシクル自体の不安定化を防ぐために、増粘剤
と一緒にできる。さらに、これらの増粘剤は、配合物に、「高価で」良好な触感を与える
。好ましくは、ポリアクリル酸またはポリアクリルアミドの分子骨格を含む増粘剤が、こ
の意図で使用され得る。以下の化合物が増粘剤として使用される:植物由来ポリマー、例
えば、アラビアガム、トラガカントガム、アラビノガラクタン、ローカストビーンガム(
イナゴマメガム)、グアーガム、カラヤガム、カラギーナン、ペクチン、寒天、マルメロ
の実、デンプン(コメ、トウモロコシ、ジャガイモまたはコムギ由来)、藻類コロイド(alg
ae colloid)、およびトラントガム(trant gum);細菌由来ポリマー、例えば、ザンサンガ
ム、デキストラン、サクシノグルカン、およびプルラン; 動物由来ポリマー、例えば、コ
ラーゲン、カゼイン、アルブミン、およびゼラチン;デンプン由来ポリマー、例えば、カ
ルボキシメチルデンプンおよびメチルヒドロキシプロピルデンプン;セルロースポリマー
、例えば、メチルセルロース、エチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセルロース
、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセル
ロース、ニトロセルロース、硫酸セルロースナトリウム、カルボキシメチルセルロースナ
トリウム、結晶セルロース、およびセルロース粉末;アルギン酸由来ポリマー、例えば、
アルギン酸ナトリウムおよびアルギン酸プロピレングリコール;ビニルポリマー、例えば
、ポリビニルメチルエーテル、ポリビニルピロリドン、およびカルボキシビニルポリマー
;ポリオキシエチレンポリマー、例えば、ポリエチレングリコール;ポリオキシエチレン/
ポリオキシプロピレンのコポリマー;アクリルポリマー、例えば、ポリアクリル酸ナトリ
ウム、ポリエチルアクリレート、およびポリアクリルアミド;ポリエチレンイミン;カチオ
ンポリマー;ならびに、無機増粘剤、例えば、ベントナイト、ケイ酸アルミニウムマグネ
シウム、ラポナイト(laponite)、スメクタイト、サポナイト、ヘクトライト、および無水
ケイ酸。好ましい増粘剤は、シリコーン系ポリアミドである。このようなポリアミドは、
WO99/06473(Barr他)に
開示されている。
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【００８０】
　オイル可溶性ゲル化剤もまた、増粘剤として使用され得る。例えば、少なくとも1種が
以下の群から選択され得る:金属石鹸、例えば、ステアリン酸アルミニウム、ステアリン
酸マグネシウム、およびミリスチン酸亜鉛;α-アミノ酸誘導体、例えば、N-ラウロイル-L
-グルタミン酸、α,γ-ジ-n-ブチルアミン;デキストリン脂肪酸エステル、例えば、パル
ミチン酸デキストリン、ステアリン酸デキストリン、および(2-エチルヘキサン酸/パルミ
チン酸)デキストリン;スクロース脂肪酸エステル、例えば、パルミチン酸スクロースおよ
びステアリン酸スクロース;ソルビトールのベンジリデン誘導体、例えば、モノベンジリ
デンソルビトールおよびジベンジリデンソルビトール;有機基により変性された粘度鉱物
、例えば、ジメチルベンジルドデシルアンモニウムモンモリロナイトクレー、ジメチルジ
オクタデシルアンモニウムモンモリロナイト、およびオクタデシルジメチルベンジルアン
モニウムモンモリロナイト。シリコーンベシクルにおける増粘剤の望ましい量は、全配合
物に対して、0.01から95質量%、好ましくは、0,1から50質量%の範囲である。
【００８１】
　染毛剤または他のメイクアップ製品の配合では、着色剤が、シリコーンベシクルと一緒
に使用され得る。シリコーンベシクルは皮膚または毛髪上で着色剤を覆っていて、着色を
安定なものとし、皮膚または毛髪に直接付着する着色剤を減らす。これらの効果は、長持
ちし、また生理学的負荷の小さい配合に寄与する。本発明に使用される着色剤は、カチオ
ンまたはアニオン染料から選択できる。さらに、これらの染料はまた、他の陰イオン性-
または陽イオン性-荷電有機分子と一緒にできる。適切なカチオン染料(これらは陽イオン
性荷電有機分子を含む)には、以下が含まれる:3-[(4-アミノ-6-ブロモ-5,8-ジヒドロ-1-
ヒドロキシ-8-イミノ-5-オキソ-2-ナフチル)アミノ]-N,N,N-トリメチルアニリニウムクロ
リド(CI 56059;Basic Blue No.99--商用名Arianor Steel BlueおよびJaracol Steel Blue
);8-[(4-アミノ-3-ニトロフェニル)アゾ]-7-ヒドロキシ-N,N,N-トリメチル-2-ナフタレン
アミニウムクロリド[Major]と、8-[(4-アミノ-2-ニトロフェニル)アゾ]-7-ヒドロキシ-N,
N,N-トリメチル-2-ナフタレンアミニウムクロリド[Minor]の混合物(Basic Brown No.17--
Arianor Sienna BrownおよびJaracol Sienna Brown);8-[(4-アミノフェニル)アゾ]-7-ヒ
ドロキシ-N,N,N-トリメチル-2-ナフタレンアミニウムクロリド(CI 12250;Basic Brown No
.16--Arianor MahoganyおよびJaracol Mahogany);3-[4,5-ジヒドロ-3-メチル-5-オキソ-1
-フェニル-1H-ピラゾール-4-イル)アゾ]-N,N,N-トリメチルアニリニウムクロリド(CI 127
19;Basic Yellow No.57 - Arianor Straw YellowおよびJaracol Straw Yellow);および、
7-ヒドロキシ-8-[(2-メトキシフェニル)アゾ]-N,N,N-トリメチル-2-ナフタレンアミニウ
ムクロリド(CI 12245;Basic Red No.76--Arianor Madder RedおよびJaracol Madder Red)
。上に挙げた染料は、Warner Jenkinson Europe(Kings Lynn、Norfolk、英国)から入手可
能である。Jaracol染料は、James Robinson Dyes(Huddersfield、英国)から入手可能であ
る。本発明において使用されるのに適し、陽イオン性荷電有機分子を含む適切なカチオン
染料の他の例には以下が含まれる:9-(ジメチルアミノ)ベンゾ[a]フェノキサジン-7-イウ
ム(ium)クロリド(CI 51175;Basic Blue No.6);ジ[4-(ジエチルアミノ)フェニル]-[4-(エ
チルアミノ)ナフチル]カルベニウムクロリド(CI 42595;Basic Blue No.7);3,7-ジ-(ジメ
チルアミノフェノチアジン-5-イウムクロリド(CI 52015;Basic Blue No.9);ジ[4-(ジメチ
ルアミノ)フェニル-[4-(フェニルアミノ)ナフチル]カルベニウムクロリド(CI 44045; Bas
ic Blue No.26);2[(4-(エチル(2-ヒドロキシエチル)アミノ)フェニル)アゾ]-6-メトキシ-
3-メチルベンゾチアゾリウムメチルサルフェート(CI 11154;Basic Blue No.41);ビス[4-(
ジメチルアミノ)フェニル][4-(メチルアミノ)フェニル]カルベニウムクロリド(CI 42535;
Basic Violet No.1);トリス-[4-(ジメチルアミノ)フェニル]カルベニウムクロリド(CI 42
555;Basic Violet No.3);2-[3,6-(ジエチルアミノ)ジベンゾピラニウム-9-イル]安息香酸
クロリド(Cl 45170;Basic Violet No.10);ジ(4-アミノフェニル)(4-アミノ-3-メチルフェ
ニル)カルベニウムクロリド(CI 42510;Basic Violet No.14);1,3-ビス[(2,4-ジアミノ-5-
メチルフェニル)アゾ]-3-メチルベンゼン(CI 21010;Basic Brown No.4);1-[(4-アミノ-2-
ニトロフェニル)アゾ]-7-(トリメチルアミノ)-2-ナフトールクロリド(CI 12251;Basic Br
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own No.17);3,7-ジアミノ-2,8-ジメチル-5-フェニルフェナジニウムクロリド(CI 50240;B
asic Red No.2); 1,4-ジメチル-5-[(4-(ジメチルアミノ)フェニル)アゾ]-1,2,4-トリアゾ
リウムクロリド(CI 11055; Basic Red No.22);2-[2-((2,4-ジメトキシフェニル)アミノ)
エテニル]-1,3,3-トリメチル-3H-インドール-1-イウムクロリド(CI 48055; Basic Yellow
 No.11);および、ビス[4-(ジエチルアミノ)フェニル)フェニルカルベニウムハイドロジェ
ンサルフェート(1:1)(CI 42040;Basic Green No.1)。いわゆる塩基性染料における陽イオ
ン化学種である荷電有機分子は特に適している。
　適切なアニオン染料(これらは陰イオン性荷電有機分子を含む)には、アゾ染料、キサン
テン染料、およびカルベニウム塩系の染料が含まれる。染料の具体例は以下である:6-ヒ
ドロキシ-5-[(4-スルホフェニル)アゾ]-2-ナフタレンスルホン酸二ナトリウム塩(CI 1598
5;Food Yellow No.3);2,4-ジニトロ-1-ナフトール-7-スルホン酸二ナトリウム塩(CI 1031
6;Acid Yellow No.1;Food Yellow No.1);2-(2-キノリニル)-1H-インデン-1,3(2H)-ジオン
(モノ-およびジスルホン酸の混合物)(CI 47005;Food Yellow No.13;Acid Yellow No.3);4
,5-ジヒドロ-5-オキソ-1-(4-スルホフェニル)-4-[(4-スルホフェニル)アゾ]-1H-ピラゾー
ル-3-カルボン酸三ナトリウム塩(CI 19140;Food Yellow No.4;Acid Yellow No.23);3',6'
-ジヒドロキシスピロ[イソベンゾフラン-1(3H), 9'-[9H]キサンテン]-3-オン二ナトリウ
ム塩(CI 45350;Acid Yellow No.73;D &C Yellow No.8);5-[(2,4-ジニトロフェニル)アミ
ノ]-2-フェニルアミノベンゼンスルホン酸ナトリウム塩(CI 10385;Acid Orange No.3);4-
[(2,4-ジヒドロキシフェニル)アゾ]ベンゼンスルホン酸一ナトリウム塩(CI 14270;Acid O
range No.6);4-[(2-ヒドロキシ-1-ナフタレニル)アゾ]ベンゼンスルホン酸一ナトリウム
塩(CI 15510;Acid Orange No.7);4-[[3-[(2,4-ジメチルフェニル)アゾ]-2,4-ジヒドロキ
シフェニル]アゾ]ベンゼンスルホン酸一ナトリウム塩(CI 20170;Acid Orange No.24);4-
ヒドロキシ-3-[(4-スルホ-1-ナフタレニル)アゾ]-1-ナフタレンスルホン酸二ナトリウム
塩(CI 14720;Acid Red No.14);7-ヒドロキシ-8-[(4-スルホ-1-ナフタレニル)アゾ]-1,3-
ナフタレンジスルホン酸三ナトリウム塩(CI 16255;Ponceau 4R;Acid Red No.18);3-ヒド
ロキシ-4-[(4-スルホ-1-ナフタレニル)アゾ]-2,7-ナフタレンジスルホン酸三ナトリウム
塩(CI 16185;Acid Red No.27;Food Red 9);5-アミノ-4-ヒドロキシ-3-(フェニルアゾ)-2,
7-ナフタレンジスルホン酸二ナトリウム塩(CI 17200;Acid Red No.33);5-(アセチルアミ
ノ)-4-ヒドロキシ-3-[(2-メチルフェニル)アゾ]-2,7-ナフタレンジスルホン酸二ナトリウ
ム塩(CI 18065;Acid Red No.35);3'-6'-ジヒドロキシ-2',4',5',7'-テトラヨードスピロ[
イソベンジフラン-1(3H), 9'-[9H]キサンテン]-3-オン二ナトリウム塩(CI 45430; Acid R
ed No.51);N-[6-(ジエチルアミノ)-9-(2,4-ジスルホフェニル)-3H-キサンテン-3-イリデ
ン]-N-エチルエタンアミニウムヒドロキシド、内部塩、ナトリウム塩(CI 45100;Acid Red
 No.52);7-ヒドロキシ-8-[[4-(フェニルアゾ)フェニル]アゾ]-1,3-ナフタレンジスルホン
酸二ナトリウム塩(CI 27290;Acid Red No.73);2',4',5',7'-テトラブロモ-3',6'-ジヒド
ロキシスピロ[イソベンゾフラン-1(3H), 9'-[9H]-キサンテン]-3-オン二ナトリウム塩(CI
 45380;Acid Red No.87);2',4',5',7'-テトラブロモ-4,5,6,7-テトラクロロ-3',6'-ジヒ
ドロキシスピロ[イソベンゾフラン-1(3H), 9'-[9H]-キサンテン]-3-オン二ナトリウム塩(
CI 45410;Acid Red. No.92);3',6'-ジヒドロキシ-4'5'-ジヨードスピロ[イソベンゾフラ
ン]-1(3H), 9'-(9H)-キサンテン]-3-オン二ナトリウム塩(Cl 45425;Acid Red No.95); ベ
ンゼンメタナミニウム、N-エチル-N-[4-[[4-[エチル[(3-スルホフェニル)メチル]アミノ]
フェニル](2-スルホフェニル)メチレン]-2,5-シクロヘキサジエン-1-イリデン]-3-スルホ
-、ヒドロキシド、内部塩、二ナトリウム塩(CI 42090;Acid Blue No.9);2,2'-[(9,10-ジ
ヒドロ-9,19-ジオキソ-1,4- アントラセンジイル)ジイミノ]ビス[5-メチル]ベンゼンスル
ホン酸二ナトリウム塩(CI 61570;Acid Green No.25);N-[4-[[4-(ジエチルアミノ)フェニ
ル](2-ヒドロキシ-3,6-ジスルホ-1-ナフタレニル)メチレン]-2,5-シクロヘキサジエン-1-
イリデン]-N-メチルメタナミニウムヒドロキシド内部塩、一ナトリウム塩(CI 44090;Food
 Green No.4;Acid Green No.50);N-[4-[[4-(ジエチルアミノ)フェニル](2,4-ジスルホフ
ェニル)メチレン)-2,5-シクロヘキサジエン-1-イリデン]-N-エチルエタナミニウムヒドロ
キシド内部塩、ナトリウム塩(CI 42045;Food Blue No.3 Acid Blue No.1);N-[4-[[4-(ジ
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エチルアミノ)フェニル](5-ヒドロキシ-2,4-ジスルホフェニル)メチレン]-2,5-シクロヘ
キサジエン-1-イリデン]-N-エチルエタナミニウムヒドロキシド内部塩、カルシウム塩(2:
1)(CI 42051;Acid Blue No.3);1-アミノ-4-(シクロヘキシルアミノ)-9,10-ジヒドロ-9,10
-ジオキソ-2-アントラセンスルホン酸一ナトリウム塩(CI 62045;Acid Blue No.62);2-(1,
3-ジヒドロ-3-オキソ-5-スルホ-2H-インドール-2-イリデン)-2,3-ジヒドロ-3-オキソ-1H-
インドール-5-スルホン酸二ナトリウム塩(CI 73015、Acid Blue No.74);9-(2-カルボキシ
フェニル)-3-[(2-メチルフェニル)アミノ]-6-[(2-メチル-4-スルホフェニル)アミノ]キサ
ンチリウムヒドロキシド内部塩、一ナトリウム塩(CI 45190;Acid Violet No.9);2-[(9,10
-ジヒドロ-4-ヒドロキシ-9,10-ジオキソ-1-アントラセニル)アミノ]-5-メチルベンゼンフ
ルホン酸一ナトリウム塩(Cl 60730;D &C Violet No.2;Acid Violet No.43);ビス[3-ニト
ロ-4-[(4-フェニルアミノ)-3-スルホフェニルアミノ]フェニル]スルホン(CI 10410;Acid 
Brown No.13);4-アミノ-5-ヒドロキシ-3-[(4-ニトロフェニル)アゾ]-6-(フェニルアゾ)-2
,7-ナフタレンジスルホン酸二ナトリウム塩(CI 20470;Acid Black No.1);3-ヒドロキシ-4
-[(2-ヒドロキシナフト-1-イル)アゾ]-7-ニトロ-1-ナフタレンスルホン酸クロム錯体(3:2
)(CI 15711;Acid Black No.52);3-[(2,4-ジメチル-5-スルホフェニル)アゾ]-4-ヒドロキ
シ-1-ナフタレンスルホン酸二ナトリウム塩(CI 14700;Food Red No.1;Ponceau SX;FD&C R
ed No.4);4-(アセチルアミノ)-5-ヒドロキシ-6-[(7-スルホ-4-[(4-スルホフェニル]アゾ]
-1-ナフタレニル)アゾ]-1,7-ナフタレン二スルホン酸四ナトリウム塩(CI 28440、Food Bl
ack No.1);および、3-ヒドロキシ-4-(3-メチル-5-オキソ-1-フェニル-4,5-ジヒドロ-1H-
ピラゾール-4-イルアゾ)ナフタレン-1-スルホン酸ナトリウム塩、クロム錯体(Acid Red N
o.195)。荷電陰イオン性有機分子は、いわゆる酸性染料における陰イオン化学種であり、
特に好ましい。陽イオン性クレーが用いられる場合、荷電有機分子は、好ましくは、陰イ
オン界面活性剤、陰イオン性ポリマー、およびポリマー電解質の陰イオンから選択される
。好ましい陰イオン性荷電有機分子は陰イオン界面活性剤の陰イオンである。適切な陰イ
オン界面活性剤の例は、アルキルサルフェート、アルキルエーテルサルフェート、アルカ
リール(alkaryl)スルホネート、アルカノイルイセチオネート、アルキルサクシネート、
アルキルスルホサクシネート、アルキルホスフェート、アルキルエーテルホスフェート、
アルキルカルボキシレート、アルキルエーテルカルボキシレート、アルキルエステルカル
ボキシレート、N-アルキルサルコシネート、および、α-オレフィンスルホネート、特に
、これらのナトリウム、マグネシウム、アンモニウム、およびモノ-、ジ-、およびトリア
タノールアミン塩である。アルキルおよびアシル基は、通常、8から22個、好ましくは、1
2から22個の炭素原子を含み、飽和であっても不飽和であってもよく、炭素および水素の
原子以外に、エーテル結合、および、アミノ基およびエステル基のような他の基を含み得
る。アルキルエーテルサルフェート、アルキルエーテルホスフェートおよびアルキルエー
テルカルボキシレートは、1分子当たり1から10個のエチレンオキシドまたはプロピレンオ
キシド単位を含み得る。本発明の組成物に用いられる典型的な陰イオン界面活性剤には、
スルホコハク酸オレイルナトリウム、スルホコハク酸ラウリルアンモニウム、ラウリル硫
酸アンモニウム、ココイルイセチオン酸ナトリウム、ラウリルイセチオン酸ナトリウムお
よびN-ラウリルサルコシンナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸
(n)EOナトリウム(nは1から3の範囲である)、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウリルエーテ
ル硫酸(n)EOアンモニウム(nは1から3の範囲である)、ヘプタデシル硫酸ナトリウム、およ
びテトラデシル硫酸ナトリウムが含まれる。
　さらなる適切な陰イオン性荷電有機分子は陰イオン性ポリマーである。適切な陰イオン
性ポリマーの例は、ポリアクリレート、架橋ポリアクリレート、疎水性に変性されたポリ
アクリレート、ポリアルキルアクリレート、ポリメタクリレート、ポリビニルメチルエー
テル/無水マレイン酸(PVM/MA)コポリマー、PVM/MAコポリマーのアルキルエステル、PVM/M
Aコポリマーのモノエステル樹脂、ポリメチルカルボキシレート、ポリスルホネートおよ
びポリホスフェートである。
【００８２】
　シリコーンベシクルは、乳化された配合物を生成させるために、または配合物に洗浄効
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果をもたせるために、知られている界面活性剤と一緒にできる。知られている界面活性剤
には、陰イオン性、陽イオン性、非イオン性および両性の界面活性剤が含まれるが、特に
これらに限定されない。化粧品に一般的に用いられるもののどれでも使用され得る。具体
例は次の通りである:陰イオン界面活性剤、脂肪酸石鹸(例えば、ステアリン酸ナトリウム
)、およびトリエタノールアミンパルミテート、アルキルエーテルカルボン酸およびこれ
らの塩、アミノ酸と脂肪酸とによる縮合物のカルボン酸塩、アルキルスルホン酸、アルケ
ンスルホン酸塩、脂肪酸エステルスルホン酸塩、脂肪酸アミドスルホン酸塩、アルキルス
ルホン酸とホルマリンの縮合物のスルホン酸塩、硫酸エステル塩(例えば、アルキル硫酸
エステル塩)、高級第2アルコール硫酸エステルの塩、アルキル/アリルエーテル硫酸エス
テルの塩、脂肪酸エステル硫酸エステルの塩、脂肪酸アルキロールアミド硫酸エステルの
塩、およびロート油、アルキルホスフェート、エーテルホスフェート、アルキルアリルエ
ーテルホスフェート、アミドホスフェート、およびN-アシルアミノ界面活性剤が含まれる
;陽イオン界面活性剤、アミン塩(例えば、アルキルアミン塩)、ポリアミンおよびアミノ
アルコール脂肪酸誘導体、アルキル第4級アンモニウム塩、芳香族第4級アンモニウム塩、
ピリジニウム塩およびイミダゾリウム塩が含まれる;非イオン界面活性剤、ソルビタン脂
肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、プロピレン
グリコール脂肪酸エステル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、スクロース脂肪酸
エステル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシプロピレンアルキルエーテ
ル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル
、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪
酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンプロピ
レングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化
ヒマシ油、ポリオキシエチレンフィトスタノールエーテル、ポリオキシエチレンフィトス
テロールエーテル、ポリオキシエチレンコレスタノールエーテル、ポリオキシエチレンコ
レステリルエーテル、アルカノールアミド、糖エーテル、および糖アミドが含まれる;な
らびに、両性界面活性剤、ベタイン、アミノカルボキシレート、およびイミダゾリン誘導
体が含まれる。
【００８３】
　添加される界面活性剤の望ましい量は、全配合物の量に対して、0.1から20質量%、好ま
しくは、0.5から10質量%の範囲である。1種または複数の界面活性剤が用いられてもよい
。
【００８４】
　本発明のシリコーンベシクル組成物は、皮膚または毛髪で、その殺菌効果を保つために
、殺菌剤と一緒にすることができる。シリコーンベシクルと殺菌剤との組合せにより、そ
の効果、耐水性および耐汗性が良好に保持される。さらに、シリコーン組成物にデオドラ
ントとしてこれらの殺菌剤を加えると、長持ちし、保持力のある配合物が得られる。適切
な殺菌剤には、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム、塩化セチルピリジニウム、
グルコン酸クロルヘキシジン、酢酸クロルヘキシジン、クロルヘキシジン塩酸塩、トリク
ロサン、トリクロカルバン、イソプロピルメチルフェノール、ヒノキチオール(β-ツヤブ
リシン)、ジンクピリチオン、ピロクトンオラミン、レゾルシン、フェノール、ソルビン
酸、ヘキサクロロフェノン、サリチル酸、銀担持ゼオライト、または銀担持シリカが含ま
れる。好ましくは、銀担持ゼオライトおよび銀担持シリカが使用され得る。1種または複
数の殺菌剤を用いてもよい。防腐剤としては、パラオキシ安息香酸アルキルエステル、安
息香酸、安息香酸ナトリウム、ソルビン酸、ソルビン酸カリウム、およびフェノキシエタ
ノールが使用され得る。抗菌剤としては、安息香酸、サリチル酸、石炭酸、ソルビン酸、
パラオキシ安息香酸アルキルエステル、パラクロロメタクレゾール、ヘキサクロロフェノ
ン、塩化ベンザルコニウム、塩化クロロヘキシジン、トリクロロカルバニリド、トリクロ
サン、光増感剤およびフェノキシエタノールが使用され得る。
【実施例】
【００８５】



(27) JP 2009-513661 A 2009.4.2

10

20

30

40

50

　これらの実施例は、当業者に本発明を例示しようとするものであり、特許請求の範囲に
記載されている本発明の範囲を限定すると解釈されるべきでない。
【００８６】
　材料
　次のシリコーンポリエーテルを代表的実施例において用いた。これらのシリコーンポリ
エーテルは、よく知られた、白金触媒によるヒドロシリル化反応法によって調製した。
　SPE 1 = MD94D

(EO12)
6Mの平均式を有する熊手型SPE、MD94D

H
6Mシロキサンと、12個のEO

単位を有するAE501モノアリルオキシポリエーテルとから調製。
　SPE 2 = (AB)nブロックコポリマー、MHD50M

Hシロキサンと、ポリグリコールAA1200ポリ
エーテルとのヒドロシリル化反応により調製。
　SPE 3 = MD70D

(EO12)
3Mの平均式を有する熊手型SPE。

【００８７】
(実施例1：熊手型SPEベシクル、ビタミンC分散体)
　最初に、アスコルビン酸(ビタミンC)のプロピレングリコール溶液を調製し、次いで、S
PE 1に組み入れて均質な分散体を生成させた。この混合物にエタノール(EtOH)を加えて、
均質な混合物を生成させた。次いで、SPE 1/ビタミンC/プロピレングリコール/EtOHの混
合物に、水を徐々に組み入れた。水の導入速度は、混合物が常に均質であるように制御し
た。SPE分子がベシクルへと自ら配列し、ベシクルの内部にビタミンC活性剤を包み込んだ
。
【００８８】
【表１】

【００８９】
　この実施例では、親水性のビタミンC(アスコルビン酸)活性剤を、プロピレングリコー
ルの溶液の形態でSPE 1に導入し、EtOH中にSPE/ビタミンC/プロピレングリコールの均質
な分散体を生じるようにエタノール溶媒を導入した。次いで、水を導入して、EtOH/水の
中にベシクル分散体を生成させた。このEtOHは、大部分、ロータリーエバポレーター除去
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装置を用いるストリッピングにより除去した。分散体における最終のベシクルおよびビタ
ミンC組成を表1に要約する。最終分散体は、ヘーズがあり、流動性のある、約82nmの平均
のベシクルの大きさを有する混合体であった。
【００９０】
(実施例2：熊手型SPEベシクル、ビタミンC分散体)
　エタノール溶媒を含まない分散体としての、ビタミンCを包み込んだシリコーンベシク
ルもまた調製した。この実施例は、本発明において用いられる揮発性エタノール溶媒が、
主に、処理上の助けとしての役目を果たし、最終のベシクル分散体では必要でないことを
例示しようとするものである。
【００９１】
　ビタミンCをポリプロピレン溶液として組み入れた。熊手型SPE、ビタミンC/プロピレン
グリコールの溶液、およびエタノール溶媒を混合して、均質な混合物を生成させた。次い
で、水を導入し、その間、均質な状態を保つために、混合物を連続的に撹拌した。水の添
加の間にシリコーンベシクルが生成し、ビタミンCのある部分がベシクルの内側に包み込
まれた。
【００９２】
　エタノールを、真空下に室温でロータリーエバポレーター除去装置を用いて除去した。
最終のベシクル組成、およびベシクル分散体におけるビタミンCの量を表2に示す。
【００９３】
【表２】

【００９４】
　ビタミンCが包み込まれ、エタノールを含まないシリコーンベシクルは優れた安定性を
示した。室温に8カ月間置いた後、2Bのベシクル分散体は、薄い琥珀色で乳白の外観を有
し、均質のままであった。
【００９５】
(実施例3：熊手型SPEベシクル、ビタミンCおよびビタミンAパルミテート分散体)
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　疎水性活性剤(ビタミンAパルミテート、すなわちVAP)および親水性活性剤(ビタミンC)
を、本発明において詳細に記した方法に従って、水を連続相とする分散体としてシリコー
ンベシクルに包み込んだ。最初に、VAP/BHT(ブチル化ヒドロキシトルエン)安定剤/Dow Co
rning 245 Fluid(D5)流体の混合物を、50/1.5/48.5(重量で)で調製した。ビタミンCの固
体を、1,2-プロパンジオールに溶かして、透明な溶液とした。次いで、VAPおよびビタミ
ンCの溶液を、選択した熊手型SPE 1およびエタノール溶媒に組み入れ、全てを一緒に混合
して、均質な混合物を得た。次に、混合しながら水を導入して、両方の活性剤が同時に包
み込まれたシリコーンベシクルを生成させた。次いで、ベシクル分散体を、MicroFluidiz
er(または、ホモジナイザーのような同等の高剪断装置)に通して、ベシクルの大きさおよ
び粒径の分散度をさらに低下させた。
【００９６】
　最後のステップとして、ロータリーエバポレーター除去装置により、真空下に室温で、
エタノール溶媒を除去した。分散体におけるSPEベシクル、VAPおよびビタミンC活性剤の
最終組成を表3に要約する。
【００９７】
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【表３】

【００９８】
　ビタミンAパルミテート(VAP)およびビタミンC(アスコルビン酸)を包み込んだシリコー
ンベシクルは、薄い黄色みを帯びた乳白の分散体であり、非常に流動性のあるコンシステ
ンシーを有する。VAPおよびビタミンCを包み込んだベシクルは、直径64nmの平均の大きさ
を有する。
【００９９】
(実施例4および5：(AB)nSPEブロックコポリマーベシクル、ビタミンC分散体)
　本発明の方法をまた、(AB)nSPEブロックコポリマー(SPE 2)により形成されるシリコー
ンベシクルに、親水性活性剤および他の極性物質を同時に包み込むためにも用いた。この
方法および得られた配合物を表4および5に要約する。
【０１００】
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【表４】

【０１０１】
　(AB)nSPE 2ブロックコポリマーから誘導された、ビタミンCを包み込んだシリコーンベ
シクルは、優れた安定性を示した。2カ月のエージングの後、HPLCによって測定したビタ
ミンCは、1.8重量%であり、理論量の約65%に相当した。
【０１０２】
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【表５】

【０１０３】
　この実施例において調製した、ビタミンCを包み込んだシリコーンベシクルは、均質で
乳白の分散体であり、0.105μmの平均直径を有していた。このベシクル分散体は、6カ月
後に、均質なままであり、僅かに変色した。
【０１０４】
(実施例6：(AB)nブロックコポリマーベシクル、ビタミンCおよびビタミンA分散体)
　ビタミンAパルミテート(親油性)およびビタミンC(親水性)活性剤を、(AB)nシリコーン
ポリエーテルブロックコポリマーから誘導されるシリコーンベシクルに両方とも包み込ん
だ。最初に、VAPを、BHTと245流体との混合物とし、ビタミンCをプロピレングリコールに
溶かした。次いで、両方を、(AB)nSPEコポリマーおよびエタノールに組み入れて、均質な
溶液とした。最終分散体の組成を表6に要約する。
【０１０５】
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【表６】

【０１０６】
　VAPおよびビタミンCを包み込んだシリコーンベシクルは、水の中で、0.216μmの平均の
大きさを有していた。HPLCアッセイにより検出した、VAPおよびビタミンC活性剤の量は、
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それぞれ、1.90および1.40重量%であった。これらの値は、それぞれ、投入理論量の86%お
よび55%である。
【０１０７】
(実施例7：均質化工程を用いた、非常に疎水性のSPEによる、熊手型SPEベシクル、ビタミ
ンC分散体)
　非常に疎水性のシリコーンポリエーテルによる、ビタミンCを包み込んだシリコーンベ
シクルの製造方法を示す。このSPEは、非常に僅か乃至無視できるほどの水への溶解性を
有する。プロピレングリコール溶液の形態のビタミンCを、前記の方法に従って、シリコ
ーンベシクルに組み入れた。混合、次いでロータリーエバポレーターによる真空でのスト
リッピングによって調製したシリコーンベシクルの最終の組成を求めた。このベシクルの
製造では、MicroFluidizerも高剪断ホモジナイザーも使用しなかった。
【０１０８】
【表７】

【０１０９】
(実施例8：均質化工程を用いなかった、非常に疎水性のSPEによる、熊手型SPEベシクル、
ビタミンC分散体)
　表8に要約するように、ビタミンCを包み込んだシリコーンベシクルを、対応する成分を
分散させることによって製造した。親水性活性剤は、分散段階の間にシリコーンベシクル
が生成するにつれて、シリコーンベシクル内に包み込まれた。ロータリーエバポレーター
真空除去装置を用いて、揮発性エタノール溶媒を除去した。このベシクルの製造では、Mi
croFluidizerも高剪断ホモジナイザーも使用しなかった。
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【０１１０】
【表８】

【０１１１】
　この実施例の、SPE 3から誘導されビタミンCを包み込んだシリコーンベシクルは、約95
nmの平均の大きさを有していた。このビタミンCを包み込んだシリコーンベシクルは、室
温に9カ月間置いた後、均質なままであり、ベージュ色の外観を有していた。
【０１１２】
(実施例9：(参考)ベシクル組成物の調製)
　ベシクル組成物(9Aと名づける)を、MD94D

(EO12)
6M(ここで、Mは(CH3)3SiO1/2シロキシ

単位を表し、Dは(CH3)2SiOシロキシ単位、(CH3)R
EO12SiOシロキシ単位を表し、REO12は、

平均式、-CH2CH2CH2O(CH2CH2O)12Hを有するポリエチレンオキシド基を表す)という表示構
造を有する熊手型シリコーンポリエーテルから調製した。また、ベシクル組成物(9Bと名
づける)を、M'D50M'シロキサン(ここで、M'は(CH3)2HSiO1/2シロキシ単位を表し、Dは(CH

3)2SiOシロキシ単位を表す)と、ポリグリコールAA1200ポリエーテル(α,ω-ジアリルポリ
エチレンオキシド、平均分子量(Mw)1200を有する)との(AB)nSPEブロックコポリマーから
調製した。2つのベシクル組成物は、活性物質の代表例としてのビタミンAパルミテートを
取り込むように処理した。これらのベシクル組成物は、エタノール/水の媒体中での処理
を通じて製造した。組成およびベシクルの初期の性質を表9に要約する。これらのベシク
ル組成物は、実施例10～15のパーソナルケア配合物を調製するために用いた。
【０１１３】
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【表９】

【０１１４】
(実施例10：モイスチャリングゲル)
【０１１５】
【表１０】

【０１１６】
(実施例11：モイスチャリングゲル)
【０１１７】
【表１１】

【０１１８】
　手順
　・Aの部分のゲルを調製する
　・Bの部分を加える
　・均質になるまで混合する
【０１１９】
(実施例12：O/Wのボディローション)
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　水中油型のボディローションを、次の手順に従って調製する。シリコーンベシクルはま
た、他の水注油型化粧品配合物にも配合できる。
【０１２０】
【表１２】

【０１２１】
　手順
　・Aの部分を撹拌しながら85℃まで加熱する
　・均質になったら、Bの部分を40℃で加える
　・室温まで冷まし、失った水を補う
　・Cの部分をABに加える
　・均質になるまで混合する
【０１２２】
(実施例13：W/Oのラディアントビューティ配合物)
　シリコーンベシクルを、下に列挙する手順に従って、油中水型のラディアントビューテ
ィ配合物に配合した。他の油中水型パーソナルケア配合物もまた、これらに類似のステッ
プに従って調製できる。
【０１２３】
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【表１３】

【０１２４】
　手順
　・成分1および2を60℃で溶融させる
　・成分3、4、5、6を順に、各成分が、次を入れる前に溶融したことを確認しながら、60
℃で加える
　・7、8、9および10を加える
　・成分11を加えてAの部分とする
　・1500rpmでAの部分にBの部分を加える
　・室温まで冷ます
　・最大速度で撹拌しながら、Cの部分をABに、「一度に」加える
　・粘度が一旦増加したら直ちに撹拌を止める
　・Dの部分をABCに加える
　・均質になるまで混合する
【０１２５】
(実施例14：マイルドファンデーション)
　カラー化粧品を、シリコーンベシクルと他の化粧品用顔料および着色剤とから調製する
。この実施例において例示されるのは、シリコーンベシクルを含むマイルドファンデーシ
ョンであり、下に示す手順に従う。
【０１２６】
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【表１４】

【０１２７】
　手順
　・Bの部分の成分を一緒に混合する
　・撹拌しながらBの部分をAの部分に加える　-　ABの部分は均質に見えるようになる
　・Cの部分の成分を一緒に混合する
　・Cの部分をABの部分に加え、均質になるまで撹拌する
　・Dの部分の成分を一緒に混合する
　・Dの部分をバッチに加え、高剪断の下で30分間撹拌する
　・これを終えたら、Eの部分を加える
　・均質になるまで混合する
【０１２８】
(実施例15：エマルジョンリップスティック)
　この実施例は、リップスティックを含めて、カラー化粧品を配合するのにシリコーンベ
シクルがどのように使用され得るかを例示する。
【０１２９】
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【表１５】

【０１３０】
　手順
　a. 撹拌しながら酸化鉄(Unipure Red LC381)を相Aの残りの部分によく分散させる
　b. 相Bを調製し、撹拌しながら相Bを相Aに注ぐ
　c. 相Dを調製する
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　d. ワックスが融けるまで相Cを60℃まで加熱する
　e. 相Dを相Cに加える
　f. ABを50℃まで加熱する
　g. ABをCDに(通常、泡を完全に除去した後で)50℃で加える
　h. 次いで、40～45℃まで冷まし、Eの部分を加える
　i. 均質になるまで混合する
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